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□社会福祉法人明桜会 

1. 法人使命及び基本理念 

【法人使命】 

全ての知的障害を有している人々が、一人のかけがえのない人として豊かな生活を送ることができる

地域社会をこの法人を立ち上げた明石地区手をつなぐ育成会やその他明石を中心に活動する福祉

諸団体と共に育んでいく 

 

【基本理念】 

・ 私達はご利用者一人一人の基本的人権を尊重します 

・ 私達はご利用者と喜びや怒り、哀しみ、楽しみ等を共有します 

・ 私達はご利用者の成長を喜びとします 

・ 私達はご利用者の僅かな変化も感じとれる視点と感性・センスを磨きます 

・ 私達はご利用者の意欲を高め、障害の軽減と自己実現に向けた支援に努めます 

・ 私達は、一人一人の生活歴や背景、障害の状況等を理解し、本人の意思を尊重しながら、可能

な限り地域社会で生活できるよう支援に努めます 

・ 地域社会と常に連携を取りながら、障害に対する理解を広げます 

 

上記の法人使命と基本理念を踏まえ法人に与えられた社会的役割を果たしていくため、以下の方針

を立て重点事業を推進していきます。 

 

2. 方針 

(1) その人の望む暮らしの実現に向けて、ご利用者の立場に立った支援を実践する職員を育成し、

様々なニーズに応じた社会資源の調整や開発を行っていく。 

 

(2) 地域の方々に対する障害理解の啓発に努め、障害のある方の地域生活の基盤強化を進めて

いく。 

 

(3) 行動障害を有する方の地域生活支援の充実を図るためグループホームの建設に向けた動きを

構築するとともにその人材確保を計画的に進めていく。 

 

3. 重点事業 

(1) 人材確保チーム 

第1期アクションプランに沿った事業展開を見越し新卒採用を計画的に進め年間通して8～10名

の確保を目指す。また、中途採用についても拡充していく。 

 

(2) 育成・キャリアアップチーム 

キャリアパス制度を活用し、職員一人一人が求められる役割について理解を深め、新任、中堅、

役職、それぞれの階層に応じた研修を企画実施する。 

 

(3) 強度行動障害者グループホーム事業推進チーム 

強度行動障害者に対する支援力向上を目的とした研修の企画実施、新規グループホーム開設

に伴う入居者像の設定、障害特性の抽出から設計反映、持続可能な支援体制、国庫補助申請、

予算案作成、入札業務、法人内外への周知理解の浸透など重点事業として位置付けて進めて

いく。 

 

(4) SDGs推進チーム 

SDGsで掲げられている「誰一人取り残さない持続可能な社会をつくるための17の開発目標」の
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多くが法人理念や事業目標とリンクしていることから、今後もSDGsを推進するため行政等と連携

し継続的に地域に根差した事業所活動を行っていく。 

 

(5) 多様な働き方への対応 

誰もが働きやすく働き続けることができる職場環境を維持するため、公平性のある持続可能な

仕組みの検討を進めていくとともにICT導入を行い業務の効率化を図っていく。 

 

(6) 重点会議の実施 

法人運営に欠かせない事を重点会議として位置付け、適時状況を共有し必要に応じて課題解

決を図る体制を構築するとともに社会福祉法人として適切な運営に努めていく。 

 

(7) 障害者スポーツ及び文化の推進 

「明石市共生社会の発信拠点」である明石市立総合福祉センター新館事業、明石障がい者地域

生活ケアネットワーク主催のアートシップ明石はじめ、各機関と連携を図りながら障害者スポー

ツ・文化活動の推進に努める。スペシャルオリンピクス日本・兵庫明石プログラムの事務局を継

続して受託し、明石市における知的障害児・者のスポーツ推進をさらに進め障害者の生きがい

を育むことに貢献していく。 

 

(8) 明石市の福祉力向上に対する貢献 

明石障がい者地域生活ケアネットワーク、社会福祉法人連絡協議会、明石市障害当事者等団

体連絡協議会、明石市地域自立支援協議会等との連携し、明石市の福祉力向上に対して貢献

していく。 
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使
命
に
基
づ
き
、
法
人
事
業
計
画
案
を
作
成
す
る

・各
事
業
所
及
び
各
チ
ー
ム
の
事
業
計
画
が
法
人
の
事
業
方
針
及
び
事
業
計
画
と
連
動
し
て
い
る
か
確
認
し
、
目
標
目
的
に
沿
っ
た
事
業
所
及
び
チ
ー
ム
の
運
営
を
補
佐
す
る

・各
事
業
所
職
員
の
昇
格
・降
格
・配
置
転
換
の
申
請
を
行
う

・各
事
業
所
職
員
の
法
人
企
画
へ
の
参
加
を
命
ず
る
こ
と

・各
事
業
所
職
員
の
人
事
評
価
の
調
整
及
び
管
理
者
評
価
を
行
う

●
担
当
主
催
会
議

経
営
会
議
（年
4
回
）・
職
制
会
議
（年
４
回
）・
虐
待
防
止
委
員
会
（年
2回
）・
運
営
協
議
会
（年
1回
）・
役
職
者
研
修
会
（年
1回
）

事
業
別
ワ
ー
キ
ン
グ
（随
時
）
・感
染
対
策
委
員
会
（
随
時
）・
役
職
者
評
価
実
施
前
会
議
（年
1回
）・
人
事
検
討
会
議
（随
時
）

●
そ
の
他
新
規
採
用
試
験
（
正
規
職
）・
昇
格
試
験
（正
規
登
用
・
役
職
）

取
り
組
み
内
容

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

№ ① ②
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□法人事務課 

1. 概要 

(1) 部署名 法人事務課 

(2) 設置場所 明石市大久保町大窪2752-1大地の家内 

(3) 提供するサービスと利用定員 

法人内14事業所(指定番号数)定員数合計421名 

(4) 職員定数 

課長 1名 

事務員(主任) 1名 

法人PRコーディネーター(副主任) 1名 

事務員(常勤) 4名 

 

2. 基本方針 

(1) 社会福祉法人明桜会の使命と理念に則り、常にサービスの基本をご利用者主体に置き、丁寧

な窓口対応を心がけます。 

(2) コンプライアンスを重視し、適切な事務処理を行います。また、行政及び関係機関と信頼関係の

構築を図ります。 

(3) 積極的に研修、説明会に参加し、職員の能力開発や専門性の向上を図ります。 

(4) 法人事務課で得た情報を各事業所に発信し、スムーズな事業所運営と安定した経営基盤の強

化を図ります。 

 

3. 活動内容 

(1) 障害福祉サービス事業費及び利用料の請求受領に関する事務(月平均約1120件) 

(2) 人事労務、社会保険、福利厚生、給与、年末調整、人事データ管理等、給与・労務に関する事

務(職員数291人) 

(3) 金銭出納、資金管理、租税公課、固定資産管理、予算・決算処理等、会計・経理に関する事務

(法人全体1拠点、36サービス区分) 

(4) 各事業所の指定・変更申請、届出及び報酬改正に関する事務 

(5) 法人本部に関する事務(理事会・評議員会・評議員選任解任委員会・運営協議会開催に関する

事務) 

 

4. 重点目標及び行動計画(別紙参照) 

 

5. 地域交流計画 

事業所の行う地域交流計画の必要に応じて参加します。 

 

6. 年間予定表(法人の年間計画参照) 
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事
業
所
名
　
（　
法
人
事
務
課
　
）

①
強
度
行
動
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
事
業
の
推
進
　
　
　
※
法
人
重
点
事
業
（
3
）

②
労
務
　
多
様
な
働
き
方
へ
の
対
応
　
　
　
※
法
人
重
点
事
業
（
5
)

③
財
務
　
経
営
会
議
の
充
実
、
事
業
継
続
計
画
作
成
会
議
で
の
役
割
遂
行
　
　
※
法
人
重
点
事
業
（
6
）

④
法
人
事
務
課
職
員
の
人
材
育
成
　
　
※
法
人
重
点
事
業
（
2
）

目
標
達
成
の
た
め
に
行
う
事

具
体
的
な
計
画
、
実
施
方
法

①
国
庫
協
議
書
の
作
成
（第
1期
協
議
内
容

最
終
打
ち
合
わ
せ
）と
提
出

●
令
和
3年
度
、
令
和
4年
度
に
引
き
続
き
法
人
の
重
点
事
業
（
3
）
に
基
づ
き
、
強
度
行
動
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
新
規
事

業
に
つ
い
て
、
国
庫
協
議
の
最
終
打
ち
合
わ
せ
ま
で
を
行
う
。
必
要
な
事
業
計
画
、
予
算
、
見
積
内
容
の
精
査
、
協
議
内
容
に
つ

い
て
の
最
終
確
認
を
行
い
、
国
へ
申
請
す
る
。
国
庫
補
助
金
以
外
の
助
成
金
に
つ
い
て
調
べ
る
。
ま
た
、
同
時
に
大
地
の
家
の

個
室
化
に
向
け
て
、
定
員
減
に
よ
る
運
営
費
の
試
算
や
人
員
配
置
の
検
討
、
実
施
に
伴
う
問
題
の
検
証
等
、
現
場
サ
イ
ド
と
協

力
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

②

【労
務
】　
働
き
方
改
革
を
進
め
な
が
ら
多

様
な
働
き
方
へ
の
対
応
を
さ
ら
に
検
討
す

る
。
ま
た
、
補
助
金
申
請
を
行
い
、
記
録
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
。

●
令
和
元
年
度
以
降
、
毎
年
年
休
取
得
率
は
上
が
っ
て
い
る
が
時
間
外
勤
務
に
つ
い
て
は
課
題
が
あ
る
。
業
務
上
や
む
を
え
な

い
場
合
も
あ
る
が
、
必
要
に
応
じ
て
管
理
職
者
に
確
認
作
業
を
行
い
、
実
質
の
職
員
配
置
等
に
問
題
が
な
い
か
検
証
し
、
対
応

策
を
現
場
と
と
も
に
考
え
る
。

●
変
則
勤
務
が
で
き
る
職
員
の
減
少
傾
向
と
子
育
て
・介
護
を
す
る
職
員
の
増
加
傾
向
か
ら
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
職
員
層
の

確
保
に
課
題
が
出
て
き
て
い
る
。
職
員
間
の
公
平
性
の
あ
る
持
続
可
能
な
働
き
方
の
仕
組
み
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

●
こ
こ
数
年
か
け
て
業
務
の
効
率
化
に
向
け
て
記
録
に
関
す
る
ソ
フ
ト
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
今
年
度
は
「
令
和
5

年
度
障
害
福
祉
分
野
の
ＩＣ
Ｔ
導
入
モ
デ
ル
事
業
の
補
助
事
業
」
を
申
請
し
、
本
格
的
に
導
入
を
進
め
る
。

③

【財
務
】　
経
営
会
議
を
充
実
さ
せ
る
。
ま
た

事
業
継
続
計
画
作
成
会
議
で
の
役
割
を

見
出
し
遂
行
す
る
。

10
月
開
始
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
対
応
す

る
。

●
令
和
元
年
度
以
降
、
毎
年
各
事
業
所
の
収
益
へ
の
努
力
は
上
向
き
に
数
字
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
各
事
業
所
の
経
営
意
識

は
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
明
確
な
た
め
、
今
年
度
も
四
半
期
ご
と
の
経
営
会
議
の
開
催
、
毎
月
の
予
算
執
行
状
況
の
報
告
を
行

う
。
ま
た
、
光
熱
水
費
、
物
価
高
に
よ
る
影
響
か
ら
経
費
削
減
努
力
を
促
し
て
い
く
。

●
事
業
継
続
計
画
作
成
会
議
で
は
、
法
人
事
務
課
と
し
て
の
役
割
を
遂
行
す
べ
く
、
非
常
時
を
想
定
し
た
設
備
、
体
制
、
リ
ス
ク

に
対
応
す
る
策
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
明
確
に
し
て
い
く
。
必
要
に
応
じ
て
業
者
と
の
折
衝
を
し
て
い
く
。

●
10
月
施
行
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
は
適
格
請
求
書
や
適
格
簡
易
請
求
書
の
発
行
や
保
存
の
準
備
、
関
係
す
る
全
て

の
取
引
業
者
、
事
業
者
、
個
人
商
店
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
等
と
の
取
引
に
つ
い
て
の
ル
ー
ル
を
設
け
、
請
求
書
・
領
収
書
・
レ
シ
ー
ト

等
の
書
式
の
変
更
、
レ
ジ
の
設
定
を
行
え
る
よ
う
各
事
業
所
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

④
事
務
職
員
の
能
力
向
上
の
た
め
の
研
修

●
随
時
　
外
部
研
修
会
参
加
：働
き
方
改
革
、
社
会
福
祉
法
人
会
計
実
務
、
法
人
運
営
、
労
務
、
報
酬
改
正
等

●
年
１
回
　
課
内
勉
強
会
の
開
催
　
必
要
に
応
じ
て
法
人
内
勉
強
会
の
開
催

今
年
度
の
目
標

令
和
5
年
度
事
業
所
事
業
計
画
書
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№
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

①
強
度
行
動
障
害
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
事
業
の
推
進

※
法
人
重
点
事
業
（3
）

②
労
務
　
多
様
な
働
き
方
へ
の

対
応

※
法
人
重
点
事
業
（5
）

③

財
務
　
経
営
会
議
の
充
実

事
業
継
続
計
画
作
成
会
議
で

の
役
割
遂
行

※
法
人
重
点
事
業
（6
）

経
理
　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

対
応

④
事
務
職
員
の
能
力
向
上
の
た

め
の
研
修

行
動
計
画
　
　
事
業
所
名
（
　
　
　
　
　
　
　
法
人
事
務
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

項
目

月

●
補
助
金
・
助
成
金
申
請
・
報
告

●
請
求
業
務
～
加
算
の
根
拠
の
状
況
確
認
、
人
員
配
置
の
確
認

●
会
計
業
務
～
毎
月
の
予
算
執
行
状
況
報
告
・
利
用
率
報
告

●
加
算
の
届
出

●
指
定
・
変
更
申
請

●
イ
ン
ボ
イ
ス
対
応
（
適
格
請
求
書
発
行
・
保
存
の
準
備
、
書
式
変
更
、

取
引
業
者
と
の
ル
ー
ル
決
め
、
レ
ジ
設
定
）

●
国
庫
協
議
書
類
作
成

第
1
期
協
議
内
容
の
最
終
打
ち
合
わ
せ

●
大
地
の
家
の
個
室
化
に
向
け
て
の
検
証
：
定
員
減
に
よ
る
運
営
費
の
試
算
や
人
員
配
置
の
検
討
、
実
施
に
伴
う
問
題
の
検
証
等

●
経
営
会
議

●
経
営
会
議

●
経
営
会
議

●
経
営
会
議

●
随
時

外
部
研
修
会
参
加
：
働
き
方
改
革
、
社
会
福
祉
法
人
会
計
実
務
、
法
人
運
営
、
労
務
、
報
酬
改
正
等

●
年
１
回

課
内
勉
強
会
の
開
催

必
要
に
応
じ
て
法
人
内
勉
強
会
の
開
催

●
働
き
方
改
革
：
定
時
退
社
・
年
休
取
得
の
推
進
、
時
間
外
勤
務
の
削
減

●
就
業
規
則
・
協
定
類
届
出

●
処
遇
改
善
加
算
計
画
届

●
処
遇
改
善
加
算
報
告

●
1
0
月

ス
タ
ー
ト

進
捗
状
況
の
確
認
と
フ
ォ
ロ
ー

●
必
要
に
応
じ
て
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
会
議
に
出
席

普
段
の
業
務
の
中
で
の
非
常
時
を
想
定
し
た
業
務
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
対
応
策
を
練
っ
て
い
く
。

●
記
録
シ
ス
テ
ム
の
導
入
作
業

「
令
和
5
年
度
障
害
福
祉
分
野
の
ＩＣ
Ｔ
導
入
モ
デ
ル
事
業
の
補
助
事
業
」
申
請
～
報
告

●
多
様
な
働
き
方
を
模
索
す
る
た
め
の
資
料
集
め
と
検
討
、
運
営
企
画
室
と
の
情
報
共
有
を
図
り
、
問
題
解
決
の
糸
口
を
探
る
。
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② ③

ご
利

用
者

の
社

会
参

加
の

機
会

づ
く
り

を
行

う
。

明
桜

会
の

取
組

み
の

広
報

活
動

を
行

う
。

・地
域

や
人

と
の

つ
な

が
り

か
ら

、
ご

利
用

者
の

社
会

参
加

を
促

し
地

域
の

方
と

の
交

流
機

会
を

つ
く
る

。
・地

域
の

ニ
ー

ズ
を

知
り

、
明

桜
会

が
ど

う
関

わ
っ

て
い

け
る

の
か

を
考

え
る

。

・法
人

/P
J
チ

ー
ム

の
取

組
み

に
つ

い
て

情
報

収
集

し
、

理
解

す
る

。
・様

々
な

広
報

ツ
ー

ル
を

活
用

し
、

情
報

発
信

を
行

う
。

・法
人

理
念

に
沿

っ
た

情
報

発
信

を
行

う
こ

と
で

、
理

念
の

内
部

浸
透

を
図

る
。

令
和

5
年

度
事

業
所

事
業

計
画

書

目
標

達
成

の
た

め
に

行
う

事

明
桜

会
サ

ポ
ー

タ
ー

の
周

知
と

、
継

続
率

の
維

持
・向

上
を

図
る

。

事
業

所
名

（P
R

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

）

明
桜

会
の

理
解

者
・応

援
者

を
増

や
す

こ
と

で
、

ご
利

用
者

の
社

会
参

加
を

促
し

地
域

と
明

桜
会

を
つ

な
ぐ

架
け

橋
と

な
る

。

①

今
年

度
の

目
標

具
体

的
な

計
画

、
実

施
方

法

・明
桜

会
サ

ポ
ー

タ
ー

の
案

内
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

設
置

個
所

を
増

や
す

。
・”

サ
ポ

ー
タ

ー
募

集
中

”の
広

報
を

定
期

的
に

行
う

。
・サ

ポ
ー

タ
ー

の
方

々
に

「M
マ

ガ
」「

年
次

報
告

書
」を

届
け

、
明

桜
会

の
取

組
み

や
新

規
事

業
の

進
捗

状
況

報
告

を
行

う
。
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№
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

①
明
桜
会
サ
ポ
ー
タ
ー
の
周
知
と
、

継
続
率
の
維
持
・
向
上
を
図
る
。

②
ご
利
用
者
の
社
会
参
加
の
機
会
づ

く
り
を
行
う
。

③
明
桜
会
の
取
組
み
の
広
報
活
動
を

行
う
。

④

行
動

計
画

　
事

業
所

名
 （

  
  

P
R

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

  
  

 )

項
目

月

各
種
教
室
定
期
開
催

・
「
M
マ
ガ
」
発
行

・
「
M
マ
ガ
」
発
行

・
「
M
マ
ガ
」
発
行

・
「
M
マ
ガ
」
発
行

・
「
年
次
報
告
書
」
発
行

・
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
の
広
報
（
ブ
ロ
グ
・
SN

S）
・
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
の
広
報

●
大
久
保
自
治
会
、
大
久
保
ま
ち
協
（
ま
ち
友
）
へ
の
参
画

●
地
域
に
あ
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
資
源
の
開
拓
、
人
と
の
つ
な
が
り
づ
く
り

●
法
人
・
P
Jチ
ー
ム
の
取
組
み
を
知
る
た
め
の
情
報
収
集

●
ブ
ロ
グ
、
SN

S、
広
報
誌
を
活
用
し
、
情
報
発
信
を
行
う

●
サ
ポ
ー
タ
ー
案
内
パ
ン
フ
の
周
知
活
動
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□大地の家 

1. 施設概要 

(1) 事業所名 障害者支援施設大地の家 

(2) 設置場所 明石市大久保町大窪2752-1 

(3) 提供するサービスと利用者定員 

利用者定員 

施設入所支援 40名 

生活介護 40名 48名(登録者) 

短期入所 6名 

日中一時支援 6名 

(4) 職員配置 

管理者 1名 

サービス管理責任者 1名（主任） 

副主任（生活支援員） 3名 

協力医 1名 

看護師 1名 

栄養士 1名 

清掃員 1名 

運転手 1名 

生活支援員 25名（常勤換算26.3名予定） 

事務員 7名(法人事務課含む） 

 

2. 基本方針 

・ 一人一人の想いや希望を確認し叶えていくための方法をご利用者と一緒に考え実現していく。 

・ 職員はご利用者の視点に立った支援を実践していく。 

 

3. 活動内容 

(1) 個別ニーズや特性に応じた日中活動の提供 

・ 体力づくりや創作活動、外出活動や余暇活動など、ご利用者のニーズに沿った活動を行って

いく。 

（2） 地域との交流を意識した活動の実施 

・ 近隣公園の清掃や園芸活動、孤立化する地域の高齢者に対するふれあい活動や自治会行

事に対しご利用者と共に積極的に参画していく。 

・ 地域のボランティアを継続利用していくとともに移動支援などのフォーマルなサービスも活用

し、ご利用者の望む暮らしの実現につなげていく。 

（3） 大地の家の個室化（地域移行）に向けた活動の実施 

・ ご利用者中心に「将来、どこで誰とどうやって暮らしていくか」を一緒に考え、その人らしい暮

らし方を夢マップや個別支援計画に反映させていく。 

・ 家族会等を対象に、重度障害者のグループホームでの暮らしを知る機会を提供していく。 

（4） 健康管理に関する活動の実施 

・ 内科検診（6回/年） 

・ 健康診断（2回/年） 

・ 救急想定訓練救急法講習（2回/年） 

（5） 人材育成に関する取り組みの実施 

・ 新人及び異動者等に対するOJTを担当者を決めて計画的に実施する。 

・ OJT担当者へのスーパーバイズを役職者が計画的に実施する。 

・ 役職者と担当者で定期的に夢マップの更新を行い、その人の望む暮らしの実現に向けたコ
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ーディネートが出来る人材を育成する。 

（6） 委員会活動 

施設運営上必須となる事項を委員会として設置し計画的に活動していく。 

① 虐待防止、身体拘束適正化委員会 

② 医務、感染、通院対策委員会 

③ 危険察知委員会 

（7） その他 

・ 大地の家の個室化に向けた体制整備期間中は、定員に空きが生じても原則新規入所者の

公募は実施しない。 

・ 高騰する物価高に対応できるよう、給食提供の在り方等について随時検討する機会を設け

る。 

 

4. 重点目標及び行動計画(別紙参照) 

 

5. 地域交流計画 

(1) コットンベールを通して地域の方との交流を深める機会を提供していく。 

(2) 地域でのイベントを通し交流を深める機会を提供していく。 

・ 大久保駅前夏祭り、パレット祭り、ふれあい給食の実施等。 

(3) 食を通した地域との交流（キッチンコミュニケーション）や高丘地区のふれあいサロン等は継続し

てご利用者が参画していく。 

 

6. 防災・防犯計画 

・ 避難訓練月/1回。年/1回の消防署立会い訓練を実施する。 

・ 明石市協定による福祉避難所としての機能を果たす。 

 

7. 年間予定(別紙参照) 
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以
下

の
点

を
要

所
と

し
て

年
４

回
ご

家
族

を
対

象
と

し
た

行
事

を
提

供
し

ま
す

。
・大

地
の

家
の

年
間

の
運

営
方

針
や

予
定

な
ど

を
ご

家
族

と
共

有
す

る
。

新
人

職
員

、
担

当
職

員
紹

介
、

活
動

報
告

等
・ご

家
族

を
対

象
と

し
た

学
習

会
を

企
画

・実
施

し
ま

す
。

（グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
o
r成

年
後

見
制

度
）

・ご
利

用
者

や
職

員
と

ご
家

族
が

交
流

を
図

る
機

会
を

作
り

、
施

設
に

対
す

る
ご

意
見

等
を

お
聞

き
す

る
。

毎
日

の
朝

礼
で

「ご
利

用
者

の
視

点
に

立
っ

て
行

う
事

」を
具

体
的

に
し

て
確

認
し

ま
す

。
O

Ｊ
Ｔ

担
当

者
及

び
役

職
者

は
ご

利
用

者
の

視
点

に
立

っ
た

支
援

が
提

供
さ

れ
て

い
る

か
を

定
期

的
に

確
認

し
ま

す
。

各
担

当
が

ご
本

人
・ご

家
族

・職
員

等
か

ら
「そ

の
人

の
望

む
暮

ら
し

」
に

つ
い

て
聞

き
取

り
を

し
ま

す
。

長
期

目
標

、
短

期
目

標
な

ど
、

ご
本

人
に

分
か

り
や

す
い

形
で

提
示

し
同

意
を

得
ま

す
。

（
個

別
支

援
計

画
に

反
映

）
役

職
者

や
他

の
職

員
と

実
現

可
能

な
事

を
検

討
し

ご
本

人
と

一
緒

に
計

画
し

ま
す

。

② ③

職
員

は
ご

利
用

者
の

視
点

に
立

っ
た

支
援

を
実

践
し

ま
す

。

ご
家

族
・ご

利
用

者
・職

員
が

交
流

を
図

る
機

会
を

提
供

し
ま

す
。

令
和

5
年

度
事

業
所

事
業

計
画

書

　
　

目
標

達
成

の
た

め
に

行
う

事

一
人

一
人

の
夢

マ
ッ

プ
を

更
新

し
ま

す
。

事
業

所
名

（　
大

地
の

家
　

）

ご
利

用
者

の
想

い
や

希
望

を
確

認
し

、
叶

え
て

い
く
た

め
の

方
法

を
ご

利
用

者
と

一
緒

に
考

え
実

現
し

て
い

き
ま

す
。

①

今
年

度
の

目
標

具
体

的
な

計
画

、
実

施
方

法
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№
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

①
一

人
一

人
の

夢
マ

ッ
プ

を
更

新
し

ま
す

。

ア
セ

ス
メ

ン
ト

シ
ー

ト
作

成

ヒ
ヤ

リ
ン

グ
開

始
夢

マ
ッ

プ
完

成
・個

別
支

援
計

画
へ

反
映

フ
ェ

イ
ス

シ
ー

ト
更

新

夢
マ

ッ
プ

成
果

確
認

（
役

職
者

・
担

当
）

夢
マ

ッ
プ

取
り

組
み

・
広

報
誌

発
刊

②
職

員
は

ご
利

用
者

の
視

点
に

立
っ

た
支

援
を

実
践

し
ま

す
。

③
ご

家
族

・ご
利

用
者

・職
員

が
交

流
を

図
る

機
会

を
提

供
し

ま
す

。

行
動

計
画

　
事

業
所

名
 （

 大
地

の
家

 )

項
目

月

随
時

、
個

別
ニ

ー
ズ

に
沿

っ
た

活
動

・
支

援
の

提
供

1期
毎

に
役

職
者

及
び

O
J
T
が

個
別

で
振

り
返

る

毎
日

の
朝

礼
時

に
、

職
員

は
ご

利
用

者
の

視
点

に
立

っ
て

何
を

す
る

か
を

考
え

て
か

ら
支

援
を

行
う

よ
う

に
す

る
。

必
要

に
応

じ
て

男
子

会
・女

子
会

・支
援

会
議

等
を

行
い

、
ご

利
用

者
の

視
点

に
つ

い
て

共
有

を
図

る
。

4月
：今

年
度

の
活

動
予

定
、

運
営

方
針

伝
達

、
職

員
紹

介
等

居
室

整
理

な
ど

7月
：ご

家
族

向
け

学
習

会
、

居
室

整
理

な
ど

10
月

：ご
家

族
、

ご
利

用
者

、
職

員
運

動
会

、
居

室
整

理
な

ど

3月
：年

度
末

報
告

会
、

ご
家

族
座

談
会

、
居

室
整

理
な

ど
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1
土

月
木

土
火

定
例

会
議

金
1

日
水

金
月

冬
季

プ
ロ

木
金

2
日

火
定

例
会

議
金

日
水

土
開

所
日

2
月

木
土

育
成

会
ク

リ
ス

マ
ス

会
火

冬
季

プ
ロ

金
土

3
月

新
年

度
式

水
憲

法
記

念
日

土
月

木
日

3
火

定
例

会
議

金
文

化
の

日
日

水
土

節
分

日

4
火

定
例

会
議

木
み

ど
り

の
日

日
火

定
例

会
議

金
月

4
水

土
月

木
新

年
会

日
月

5
水

金
こ

ど
も

の
日

月
水

土
火

定
例

会
議

5
木

日
火

定
例

会
議

金
月

火
定

例
会

議

6
木

土
開

所
日

火
定

例
会

議
木

日
水

6
金

月
水

土
開

所
日

火
定

例
会

議
水

7
金

日
水

金
月

木
7

土
開

所
日

火
定

例
会

議
木

日
水

木

8
土

開
所

日
月

木
土

開
所

日
火

役
職

者
会

議
金

8
日

水
金

月
成

人
の

日
木

金

9
日

火
役

職
者

会
議

金
日

水
土

9
月

ス
ポ

ー
ツ

の
日

木
土

開
所

日
火

定
例

会
議

金
土

開
所

日

1
0

月
水

土
月

木
日

1
0

火
役

職
者

会
議

金
日

水
土

開
所

日
日

1
1

火
役

職
者

会
議

木
日

火
役

職
者

会
議

金
夏

季
プ

ロ
月

1
1

水
土

月
木

日
月

1
2

水
金

月
水

土
夏

季
プ

ロ
火

役
職

者
会

議
1
2

木
日

火
役

職
者

会
議

金
月

建
国

記
念

日
火

役
職

者
会

議

1
3

木
土

開
所

日
火

役
職

者
会

議
木

日
夏

季
プ

ロ
水

1
3

金
月

水
土

開
所

日
火

役
職

者
会

議
水

1
4

金
日

水
金

月
木

1
4

土
火

役
職

者
会

議
木

日
水

木

1
5

土
開

所
日

月
木

土
開

所
日

火
金

1
5

日
水

金
月

木
金

1
6

日
火

金
日

水
土

開
所

日
1
6

月
木

土
火

役
職

者
会

議
金

訪
問

歯
科

土

1
7

月
水

土
月

海
の

日
木

日
1
7

火
金

日
水

土
開

所
日

日

1
8

火
木

日
火

金
月

敬
老

の
日

1
8

水
土

開
所

日
月

木
日

月

1
9

水
金

月
水

土
火

1
9

木
歯

科
検

診
日

火
金

月
火

2
0

木
土

火
木

日
水

2
0

金
月

水
土

火
水

春
分

の
日

2
1

金
日

水
金

月
木

2
1

土
火

木
日

水
木

2
2

土
月

木
土

火
金

訪
問

歯
科

2
2

日
水

金
訪

問
歯

科
月

木
金

2
3

日
火

金
訪

問
歯

科
日

水
土

秋
分

の
日

2
3

月
木

勤
労

感
謝

の
日

土
開

所
日

火
金

天
皇

誕
生

日
土

開
所

日

2
4

月
水

土
月

木
日

2
4

火
金

訪
問

歯
科

日
水

土
日

2
5

火
職

員
会

議
・
家

族
交

流
会

木
日

火
職

員
会

議
・
家

族
交

流
会

金
訪

問
歯

科
月

2
5

水
土

開
所

日
月

職
員

会
議

・
ク

リ
ス

マ
ス

会
木

日
月

2
6

水
金

訪
問

歯
科

月
水

土
開

所
日

火
職

員
会

議
・
夢

マ
ッ

プ
会

議
2
6

木
日

火
金

訪
問

歯
科

月
火

職
員

会
議

・
家

族
交

流
会

2
7

木
土

開
所

日
火

職
員

会
議

・
夢

マ
ッ

プ
会

議
木

日
水

2
7

金
訪

問
歯

科
月

水
土

開
所

日
火

職
員

会
議

・
夢

マ
ッ

プ
会

議
水

2
8

金
訪

問
歯

科
日

水
金

訪
問

歯
科

月
木

2
8

土
開

所
日

火
職

員
会

議
・救

急
講

習
木

日
水

木
お

疲
れ

様
会

2
9

土
昭

和
の

日
月

木
土

開
所

日
火

職
員

会
議

・
夢

マ
ッ

プ
会

議
金

2
9

日
水

金
月

木
金

訪
問

歯
科

3
0

日
火

職
員

会
議

・救
急

講
習

金
日

水
土

3
0

月
木

土
火

職
員

会
議

・
夢

マ
ッ

プ
会

議
土

開
所

日

3
1

水
月

木
3
1

火
職

員
会

議
・
家

族
交

流
会

日
冬

季
プ

ロ
水

日

備
考

備
考

稼
働

日
数

稼
働

日

休
止

日
数

休
止

日

職
員

公
休

日
職

員
公

休
日

令
和

5
年

度
　

社
会

福
祉

法
人

明
桜

会
　

大
地

の
家

　
年

間
予

定
表

（案
）

9
9

9
1
0

1
0

8
9

9
9

1
0

9
9

３
月

１
月

６
月

２
月

健
康

診
断

　
　

　
  
 

  
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

ワ
ク

チ
ン

接
種

８
月

９
月

１
１

月
７

月

障
害

者
運

動
会

　
　

　
日

帰
り

旅
行

内
科

検
診

４
月

５
月

１
０

月
１

２
月

8
8

健
康

診
断

内
科

検
診

2
3

2
3

2
2

8

2
3 8

2
2 8

2
2

2
2 8

2
3 8

2
3 8

2
3 8

8

2
2 9

2
1 8
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□サポートセンター翔 

1. 施設概要 

(1) 事業所名 サポートセンター翔 

(2) 設置場所 兵庫県明石市魚住町長坂寺740 

(3) 提供するサービスと利用定員 

生活介護 60名 

短期入所 3名 

(4) 職員定数 

管理者 1名 

サービス管理責任者 

1名 

生活支援員 34名予定 

看護師 1名 

機能訓練指導員 

1名 

事務員 1名 

嘱託医 1名 

 

2. 基本方針 

(1) ご利用者一人一人が個々の状況に応じた様々な日中活動を楽しみ、主体的な活動参加を大切

にします。 

(2) 障害特性に応じた療育環境の整備を図り、一人一人に適した過ごし方が出来る様努めます。 

(3) 職員に様々な研修の機会を設け、専門性と共に人間性の育成も含めた資質向上を図ります。 

(4) 近隣の多様な社会資源と連携を図りながら、障害のある方達の地域生活の実現に努めます。 

 

3. 重点目標及び行動計画(別紙参照) 

 

4. 活動内容 

(1) 利用者支援 

① 構造化や視覚化等も取り入れた個別支援の充実を図る。 

③ 社会資源を活用したプログラムも工夫し、幅広い活動プログラムを提供する。 

④ 行事計画について季節感のある取り組みや、新たな社会体験に繋がる様な企画も実施する。 

④ 地域活動については、事業所から地域に向けた取り組みを試行し、地域の方達との交流の

機会を増やす。 

⑤ ご家族等と日々の細かな情報交換等を通じてご利用者の健康維持に努める。(健康診断・イ

ンフルエンザ予防接種等の実施) 

⑥ 相談支援事業所や地域の多様な社会資源と連携しながら支援に取り組む。 

⑦ 短期入所事業については、社会自立の促進と、擁護者のレスパイトのために継続して取り組

む。 

(2) 職員関係 

① 外部研修への参加と共に、事業所内でも研修会の開催を通じて職員の資質向上を図る。 

② 職員のメンタルチェックや定期的なモニタリングを通じてストレスマネージメントに繋げる。 

③ IT機器を活用した事務の効率化や定時退社を推進する。 

(3) 各種委員会活動 

① 虐待防止委員会：毎月開催。定期的なチェックシートでのモニタリングや研修会を実施し、虐

待防止体制を整備する。 

② 感染症対策委員会：感染症に対する予防や有事対応の備えを整える。 
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③ 安全衛生委員会：年5回開催。ヒヤリハット・事故事例を検証し、安全安心なサービス提供に

繋げる。 

(4) 地域交流計画 

① 事業所の広報誌を作成し、地域交流活動時及び特別支援学校に対しては実習時や見学時

等に活用する。 

② 社会福祉士相談援助実習・保育実習等を受入れ、今後の人材育成や新卒採用に繋げる。 

③ 魚住東地区社会協議会、錦が丘まちづくり協議会、魚住まちづくり協議会、135Eネット、ほっ

とかへんネット等の活動に連動する。 

(5) 年間予定表(別紙参照) 
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令
和

5
年

度
事

業
所

事
業

計
画

書

　
　

目
標

達
成

の
た

め
に

行
う

事

ご
利
用
者
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す

る
た
め
の
委
員
会
活
動
と
会
議
の
充

実

事
業

所
名

（サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

翔
）

①

今
年

度
の

目
標

具
体

的
な

計
画

、
実

施
方

法

・
虐
待
防
止
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
定
期
に
自
己
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
実
施
し
、
全
体
状
況
の
把
握
や
分
析
、
事
業
所
内
研

修
会
(ワ

ー
キ
ン
グ
)も

実
施
す
る
こ
と
で
、
虐
待
防
止
体
制
を
強
化
す
る
。

・
安
全
衛
生
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
過
去
も
含
ん
だ
事
故
報
告
の
検
証
や
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
の
検
討
等
を
行
い
リ
ス
ク
回

避
に
向
け
た
情
報
発
信
を
行
う
。

・
職
域
別
会
議
を
行
い
、
各
職
域
ス
タ
ッ
フ
と
支
援
員
と
の
連
携
を
強
化
す
る
。

安
定
し
た
事
業
運
営
と
共
に
、
ご
利
用
者
一
人
一
人
が
い
き
い
き
と
日
中
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

④
事
業
所
が
主
催
し
た
家
族
懇
談
会
の

実
施

・
年
２
回
（
7
・
1
2
月
）
事
業
所
主
催
の
家
族
懇
談
会
を
開
催
し
、
事
業
所
の
活
動
報
告
・
事
業
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
行

う
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
勉
強
会
の
実
施
も
検
討
す
る
。

② ③

勉
強
会
の
実
施

各
種
研
修
会
へ
の
参
加

ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
実
施

新
た
な
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開
と

環
境
の
整
備

・
ご
利
用
者
の
思
い
を
汲
み
取
る
技
術
や
知
識
を
学
べ
る
研
修
会
へ
の
参
加
と
共
に
、
事
業
所
内
で
も
「
ご
利
用
者
主
体
」

の
勉
強
会
や
研
修
報
告
会
を
行
い
、
職
員
の
支
援
力
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
向
上
を
図
る
。

・
職
員
の
メ
ン
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
抱
え
て
い
る
悩
み
や
困
り
ご
と
に
対
し
て
、
フ
ォ
ロ
ー
が
出
来
る
体
制
を
構
築
す

る
。
ま
た
、
定
期
面
談
等
で
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
課
題
が
あ
れ
ば
個
別
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

・
構
造
化
や
視
覚
化
等
を
取
り
入
れ
た
活
動
場
所
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
工
夫
し
、
個
々
の
ご
利
用
者
が
活
動
し
や
す
く
、
落
ち

着
い
て
過
ご
せ
る
環
境
整
備
を
行
う
。

・
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
縮
小
し
て
い
た
地
域
の
社
会
資
源
を
活
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
や
、
地
域
に
向
け
た
活
動
、
ご
利
用

者
の
活
動
意
欲
が
反
映
で
き
る
新
た
な
作
業
課
題
の
開
拓
等
も
行
い
な
が
ら
日
中
活
動
の
充
実
を
図
る
。
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№
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

虐
待
防
止
委
員
会

安
全
衛
生
委
員
会

職
域
別
会
議

勉
強
会

職
員
の
メ
ン
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク

個
別
面
談
で
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

日
中
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
整
備

(地
域
活
動
も
含
む
)

活
動
環
境
の
整
備

③ ④
家
族
懇
談
会
の
実
施

行
動

計
画

　
事

業
所

名
 （

 サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

翔
 )

②①

項
目

月

「
利
用
者
主
体
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
勉
強
会
を
年
間
を
通
し
て
6
回
以
上
は
開
催

個
別
面
談

正
規
・
パ
ー
ト

実
施

実
施

個
別
面
談

正
規

実
施

個
別
面
談

正
規
・
パ
ー
ト

実
施

実
施

厨
房
・
運
転
手
・
事
務
・
看
護
師
と
役
職
者
と
の
情
報
共
有
や
検
討
を
す
る
会
議
を
３
か
月
に
１
回
行
う

委
員
会
は
毎
月
開
催
、
5
・
7
・
9
・
1
1
月
は
自
己
チ
ェ
ッ
ク
実
施
、
1
2月

に
集
計
・
分
析
、
1月

に
研
修
会
を
実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

班
会
議
等
で
の

意
見
抽
出

備
品
配
置
等
の
準
備

日
中
プ
ロ
グ
ラ
ム

仮
案

新
た
な
日
中
プ
ロ
グ

ラ
ム
開
始

モ
ニ
タ

リ
ン
グ 環
境
調
整

調
整
後

日
中
プ
ロ
グ
ラ
ム
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1
土

月
木

土
火

金
1

日
水

金
月

元
旦

木
金

2
日

火
金

日
水

土
開
所
日

2
月

木
土

育
成
会
ｸ
ﾘ
ｽ
ﾏ
ｽ

火
年
始
休
暇

金
土

3
月

新
年
度
式

水
憲
法
記
念
日

土
月

木
日

3
火

金
文
化
の
日

日
水

年
始
休
暇

土
日

4
火

木
み
ど
り
の
日

日
火

金
月

4
水

土
月

木
日

月

5
水

金
こ
ど
も
の
日

月
水

土
火

5
木

日
火

金
月

火

6
木

土
開
所
日

火
木

日
水

6
金

月
水

土
開
所
日

火
水

7
金

日
水

金
月

木
7

土
開
所
日

火
木

日
水

木

8
土

開
所
日

月
木

土
開
所
日

火
金

8
日

水
金

月
成
人
の
日

木
金

9
日

火
金

日
水

土
9

月
ス
ポ
ー
ツ
の
日

木
土

開
所
日

火
金

土
開
所
日

1
0

月
水

土
月

木
日

1
0

火
金

日
水

土
開
所
日

日

1
1

火
木

日
火

金
山
の
日

月
1
1

水
土

月
木

日
月

1
2

水
金

月
水

土
火

1
2

木
日

火
金

月
建
国
記
念
日

火

1
3

木
土

開
所
日

火
木

日
水

1
3

金
お
疲
れ
様
会

月
水

土
開
所
日

火
水

1
4

金
日

水
金

月
木

1
4

土
火

木
日

水
木

1
5

土
開
所
日

月
木

土
開
所
日

火
金

1
5

日
水

金
月

木
金

お
疲
れ
様
会

1
6

日
火

金
日

水
土

開
所
日

1
6

月
木

土
火

金
土

1
7

月
水

土
月

海
の
日

木
日

1
7

火
金

日
水

土
開
所
日

日

1
8

火
木

日
火

金
お
疲
れ
様
会

月
敬
老
の
日

1
8

水
土

開
所
日

月
木

日
月

1
9

水
金

月
水

土
火

1
9

木
日

火
金

月
火

2
0

木
土

火
木

日
水

2
0

金
月

水
土

火
水

春
分
の
日

2
1

金
日

水
金

月
木

2
1

土
火

木
日

水
木

2
2

土
月

木
土

火
金

2
2

日
水

金
月

木
金

2
3

日
火

金
日

水
土

秋
分
の
日

2
3

月
木

勤
労
感
謝
の
日

土
開
所
日

火
金

天
皇
誕
生
日

土
開
所
日

2
4

月
水

土
月

木
日

2
4

火
金

日
水

土
日

2
5

火
工
賃
支
給
日

木
日

火
工
賃
支
給
日

金
月

2
5

水
工
賃
支
給
日

土
開
所
日

月
木

工
賃
支
給
日

日
月

2
6

水
金

月
水

土
開
所
日

火
2
6

木
日

火
金

月
火

2
7

木
土

開
所
日

火
木

日
水

2
7

金
月

水
土

開
所
日

火
水

2
8

金
日

水
金

月
木

2
8

土
開
所
日

火
木

お
疲
れ
様
会

日
水

木

2
9

土
昭
和
の
日

月
木

土
開
所
日

火
金

2
9

日
水

金
年
末
休
暇

月
木

金

3
0

日
火

金
日

水
土

3
0

月
木

土
年
末
休
暇

火
土

開
所
日

3
1

水
月

木
3
1

火
日

年
末
休
暇

水
日

備
考

備
考

稼
働
日
数

稼
働
日

休
止
日
数

休
止
日

職
員
公
休
日

職
員
公
休
日

令
和
5年

度
　
社
会
福
祉
法
人
明
桜
会
　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
翔
　
年
間
予
定
表
（
案
）

9
9

9
1
0

1
0

8
9

9
9

1
0

9
9

３
月

１
月

６
月

お
疲
れ
様
会

２
月

避
難
訓
練

ｲ
ﾝ
ﾌ
ﾙ
ｴ
ﾝ
ｻ
ﾞ
予
防

接
種

８
月

９
月

１
１
月

７
月

1
2
/
2
育
成
会
ク

リ
ス
マ
ス
会

お
疲
れ
様
会

(
冬
)

健
康
診
断

お
疲
れ
様
会

(
夏
)

避
難
訓
練

工
賃
支
給
月

歯
科
検
診

障
害
者
交
流
運

動
会

お
疲
れ
様
会

(
秋
)

工
賃
支
給
月

４
月

５
月

１
０
月

１
２
月

8
8

新
年
度
式

工
賃
支
給
月

避
難
訓
練

工
賃
支
給
月

2
3

2
3

2
2

8

2
3 8

2
2 8

2
2

2
2 8

2
3 8

2
3 8

2
3 8

8

2
2 9

2
1 8
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□サポートセンター曙 

1. 施設概要 

(1) 事業所名 サポートセンター曙 

(2) 設置場所 兵庫県明石市大久保町西脇726 

(3) 提供するサービスと利用定員 

就労移行支援事業所こねくと 15名 

(4) 職員定数 

管理者 1名 

サービス管理責任者 1名(副主任兼務) 

就労支援員 1名 

職業指導員 1名 

生活支援員 2名(1.5名) 

心理士 1名(0.1名) 

 

2. 基本方針 

(1) その人に合わせた職場開拓を実施し、ご家族の思いやご利用者に応じた就労先を提供してい

く。 

(2) 働くために・働き続けるために必要な職業生活を支える支援を関係機関と連携し行う。 

(3) 働くことは生活の一部分であることを理解し、就労を支える充実した暮らしを模索していく。 

(4) 他者との比較ではなく、ご本人の頑張りを認め・励ますように日々声かけを実施する。 

 

3. 活動内容 

(1) 作業(内・外)活動や企業実習・座学・SST・個別面談等をとおして就労に必要なスキルの積重ね

をしていく。 

(2) 個々に応じた就労先を提供し、就労後においても職業生活も含めた就労支援を進める。 

(3) 就労者講演会を年4回実施し、ご利用者の意識向上を図るとともにご家族への就労現状を伝え

る機会をつくる。 

(4) 特別支援学校や地域の中学校との交流を図り、「親子体験実習」の実施や「就労セミナー」を随

時開催する。 

(5) 就労のタイミングで就労定着支援事業サービスをご紹介し、就労後もご利用者やご家族の安心

をしていただけるよう半年後に向けた案内をしていく。 

(6) 就労者OB会を実施し、継続就労をたたえるとともに、仲間同士の親睦を図る。 

 

4. 重点目標及び行動計画(別紙参照) 

 

5. 地域交流計画 

上西厚生館芋ほり 

障害者交流運動会 

地域交流農園「ぴあファーム」参加 

自立支援協議会 

東播磨障害者施設ネットワーク 

山手地区社会福祉協議会・山手校区まちづくり協議会 

 

6. 防犯・防災計画 

避難訓練1回/3ヶ月 

法人全体避難訓練1回/年 

7. 年間予定表(別紙参照)  
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優
先
度

目
標
達
成
の
た
め
に
実
施
す
る
事

①
雇
用
前
実
習
に
向
け
て
多
彩
な
職
場

体
験
の
場
の
確
保
に
努
め
る
。

②
「働
く
準
備
と
し
て
の
校
外
学
習
」「
夏
休

み
親
子
体
験
実
習
」を
実
施
し
、
は
た
ら

く
こ
と
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
。

③

多
機
能
型
と
し
て
の
機
能
を
活
用
し
、

日
中
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
選
択
肢
を
増

や
し
、
ご
利
用
者
の
就
労
へ
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
て
る
よ
う
な
機
会
を

作
っ
て
い
く
。

④

ご
家
族
に
向
け
「は
た
ら
く
・働
き
続
け

る
」こ
と
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
「社
会

で
働
く
こ
と
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
」を
実
施

す
る
。

事
業
所
名
（　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
曙
　
　
こ
ね
く
と
　
　
）

今
年
度
の
目
標

就
労
移
行
支
援
事
業
所
と
し
て
、
「共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
生
き
る
社
会
実
現
」
を
目
標
と

す
る
。

働
く
こ
と
で
生
活
を
楽
し
み
、
働
く
こ
と
で
暮
ら
し
を
守
っ
て
い
け
る
よ
う
に
職
業
生
活
全
般
の
支
援
を
実
施
す
る
。

具
体
的
な
方
法

職
場
開
拓
に
よ
る
情
報
収
集
を
行
い
、
主
に
サ
ー
ビ
ス
利
用
2年
目
の
ご
利
用
者
を
中
心
に
中
間
的
評
価
と
し
て
の
体
験
実
習
の

場
を
積
極
的
に
提
供
し
、
安
心
し
て
社
会
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
(一
人
3
社
以
上
実
施
)

近
隣
中
学
(現
在
2校
)の
特
別
支
援
学
級
と
の
校
外
学
習
を
実
施
し
、
「
は
た
ら
く
準
備
」
と
し
て
の
交
流
学
習
を
実
施
す
る
。
ま
た
夏

休
み
を
利
用
し
て
親
子
体
験
実
習
を
実
施
し
地
域
の
特
別
支
援
学
校
と
の
交
流
を
深
め
、
生
徒
様
ご
家
族
へ
の
情
報
発
信
と
明

桜
会
と
し
て
の
就
労
移
行
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
啓
発
に
努
め
る
。
(年
3
回
程
度
)

継
続
B
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
共
有
し
食
品
製
造
・配
達
・イ
ベ
ン
ト
販
売
な
ど
の
機
会
を
と
お
し
て
働
く
場
面
を
増
や
し
、
ご
利
用
者
個
々

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
く
。

従
来
の
保
護
者
会
に
代
わ
っ
て
「家
族
教
室
」と
し
て
保
護
者
様
・
ご
利
用
者
に
向
け
「
就
労
者
講
演
会
」
を
実
施
し
、
親
子
で
就
労

に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
機
会
を
提
供
す
る
。
　
(年
2回
程
度
)
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№
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

①
就
労
に
向
け
た
職
場
体
験
実

習
・雇
用
に
向
け
た
雇
用
前

実
習
を
計
画
的
に
実
施
。

事
業
計

画
確
認

今
年
度
の

就
労
者
の

確
認
と

次
年
度
受

け
入
れ
確

認

②
見
学
・体
験
実
習
の
実
施
。

日
程
・

内
容
確

認

親
子
体
験

実
習
案
内
と

準
備

地
域
中
学

校
と
の
交
流

授
業

地
域
中
学

校
と
の
交
流

授
業

③
啓
発
活
動
と
し
て
の
「働
く
準

備
」「
働
く
た
め
の
イ
メ
ー
ジ
づ

く
り
」の
啓
発
イ
ベ
ン
ト
実
施
。

日
程
・

内
容
確

認

第
一
回

施
設
内

講
演
実

施

第
一
回

就
労

セ
ミ
ナ
ー

実
施

第
二
回

施
設
内

講
演
実

施

第
二
回

就
労

セ
ミ
ナ
ー

実
施

今
年
度

振
返
り
と

次
年
度

の
取
組

み
確
認

④
一
体
型
と
し
て
の
日
中
活
動

を
随
時
実
施
。

親
子
体
験
実
習
・
地
域
中

学
校
と
の
交
流
授
業

振
返
り
と
次
年
度
予
定

←
　
　
　
衛
生
管
理
の
学
習
・対
面
販
売
の
経
験
等
　
　
(作
業
体
験
・
イ
ベ
ン
ト
販
売
・
配
達
で
の
し
ご
と
場
面
の
共
有
)　
　
　
→

事
業
所
名
（
　
就
労
移
行
支
援
事
業
所
　
こ
ね
く
と
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
間
行
動
計
画
　

雇
用
前
実
習

(2
年
目
在
籍
者
)

体
験
実
習
実
施
(評
価
及
び
振
返
り
)

項
目

月
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□サポートセンター曙 

1. 施設概要 

(1) 事業所名 サポートセンター曙 

(2) 設置場所 兵庫県明石市大久保町西脇726 

(3) 提供するサービスと利用定員 

就労継続支援B型事業所のぞみ 

20名 

(4) 職員定数 

管理者 1名 

サービス管理責任者 

1名 

職業指導員 1名 

生活支援員 3名(3.8名) 

 

2. 基本方針 

(1) できるだけご利用者が希望する作業活動を提供し、働くことでの充実感を実感できるように支援

をする。 

(2) 地域農園「ぴあファーム」の収穫・販売、合わせてクッキーの販売も含め工賃向上とともに地域

住民との交流を図る。 

(3) 近隣保育所・高齢者施設への商品PRを行い販売・配達をとおして地域理解を進める。 

(4) 地域の学校や福祉サービス利用者等の見学受入れ、支援学校からの親子体験実習を積極的

に受け入れ、活動を広く知っていただく。 

 

3. 活動内容 

(1) 菓子製造販売、配達、農作業、内職作業等を通して働くことの充実感と工賃向上を目的とする。 

(2) 工賃向上に向け地域の保育所・高齢者施設へリーフレットの配布や訪問販売を実施していく。 

(3) 地域のイベント販売へ積極的に参加し、自主製品をとおして地域交流に努める。 

(4) 夏休み期間を利用して、ご家族にB型福祉サービスを知っていただくための見学・体験実習を実

施し知っていただく機会とする。 

 

4. 重点目標及び行動計画(別紙参照) 

 

5. 地域交流計画 

上西厚生館芋ほり 

障害者交流運動会 

育成会クリスマス会 

自立支援協議会 

東播磨障害者施設ネットワークの活動に参加 

山手地区社会福祉協議会/山手校区まちづくり協議会の活動に参加(ぴあファーム・やまてまつり等) 

 

6. 防災・防犯計画 

避難訓練1回/3ヶ月 

山手地区防災訓練(1.17)参加 

 

7. 年間予定表(別紙参照) 
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優
先

度
目

標
達

成
の

た
め

に
実

施
す

る
事

①

多
機

能
型

と
し

て
の

強
み

を
活

か
し

、
個

々
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
活

動
を

提
供

し
て

い
く
。

ま
た

一
般

就
労

を
め

ざ
し

就
労

移
行

へ
の

移
動

も
視

野
に

入
れ

た
サ

ー
ビ

ス
提

供
を

し
て

い
く
。

②
内

職
作

業
や

販
売

活
動

を
充

実
さ

せ
て

い
き

工
賃

向
上

を
意

識
す

る
。

③
地

域
と

の
交

流
を

深
め

る
。

④

夏
休

み
親

子
体

験
実

習
や

近
隣

中
学

校
と

の
交

流
授

業
を

実
施

し
、

将
来

の
進

路
選

択
に

生
か

し
て

い
た

だ
く
機

会
と

す
る

。

⑤
家

族
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

と
し

て
。

⑤

地
域

へ
の

商
品

P
R

や
地

域
イ

ベ
ン

ト
販

売
へ

積
極

的
に

参
加

し
、

売
り

上
げ

を
確

保
し

て
い

く
。

目
標

と
し

て
は

　
※

昨
年

度
　

以
上

の
工

賃
収

入
を

目
標

と
し

作
業

活
動

を
充

実
さ

せ
て

い
く
。

ま
た

原
材

料
の

物
価

上
昇

に
伴

い
価

格
の

見
直

し
も

工
夫

・
検

討
を

し
て

い
く
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

※
参

考
と

し
て

R
4
.1

2
月

末
月

一
人

約
6
,6

0
0
円

年
2回

以
上

を
目

安
と

し
て

従
来

の
保

護
者

会
に

代
っ

て
ご

家
族

と
の

懇
親

会
を

実
施

し
、

事
業

所
の

現
状

や
レ

ク
レ

ー
シ

ョ
ン

・
販

売
活

動
の

報
告

を
さ

せ
て

い
た

だ
く
と

同
時

に
、

他
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

紹
介

や
健

康
・
生

活
支

援
等

、
ご

家
族

に
と

っ
て

の
将

来
的

な
不

安
に

対
し

て
の

懇
親

会
を

実
施

し
安

心
し

て
通

っ
て

い
た

だ
け

る
よ

う
に

す
る

。

事
業

所
名

（　
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
曙

　
　

の
ぞ

み
　

　
）

今
年

度
の

目
標

「就
労

継
続

支
援

と
し

て
就

労
の

場
の

提
供

ま
た

生
産

活
動

の
場

の
提

供
を

し
て

い
く
」
。

目
標

に
向

け
個

々
に

応
じ

て
達

成
感

を
感

じ
ら

れ
る

よ
う

な
日

中
活

動
と

作
業

工
賃

の
向

上
を

意
識

し
た

生
産

・
販

売
を

実
施

す
る

。
　

  
 (

ク
ッ

キ
ー

・野
菜

・軽
作

業
等

)　
ま

た
活

動
を

と
お

し
て

学
校

・
福

祉
と

の
連

携
を

図
り

、
地

域
交

流
を

進
め

て
行

く
。

具
体

的
な

方
法

夏
休

み
の

親
子

体
験

実
習

の
案

内
エ

リ
ア

の
拡

大
、

特
別

支
援

学
級

生
徒

と
の

交
流

(見
学

・
作

業
・
イ

ベ
ン

ト
販

売
等

)を
進

め
る

こ
と

で
生

徒
や

ご
家

族
に

も
活

動
を

知
っ

て
い

た
だ

き
、

進
路

の
選

択
肢

と
し

て
の

機
会

を
提

供
す

る
。

地
域

の
農

園
「ぴ

あ
フ

ァ
ー

ム
」で

の
協

働
活

動
(収

穫
・販

売
)を

通
じ

て
働

く
場

の
確

保
を

し
て

い
く
。

ま
た

近
隣

の
高

齢
者

施
設

や
保

育
所

等
へ

の
商

品
P

R
を

行
い

、
の

ぞ
み

の
活

動
を

広
め

て
い

く
。

昨
年

度
よ

り
新

た
に

つ
な

が
っ

た
西

大
窪

厚
生

館
で

の
定

期
的

な
販

売
活

動
を

通
じ

て
新

た
な

地
域

展
開

を
図

っ
て

い
く
。

　 活
動

の
選

択
肢

を
増

や
し

、
ご

本
人

が
取

り
組

み
た

い
作

業
を

選
ん

で
い

た
だ

く
場

を
増

や
し

自
信

を
持

っ
て

い
た

だ
く
。

ま
た

就
労

移
行

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
体

験
参

加
し

、
「就

労
」を

知
っ

て
い

た
だ

く
機

会
と

す
る

。
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№
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

①
活

動
の

選
択

肢
を

増
や

し
て

い
く

②
内

職
作

業
や

販
売

活
動

を
充

実
さ

せ
て

い
き

工
賃

向
上

を
意

識
を

し
て

い
く
。

③

地
域

の
農

園
作

業
に

参
加

し
、

地
域

の
方

と
共

有
す

る
機

会
を

活
用

し
「の

ぞ
み

」を
多

く
の

人
に

P
R

し
て

い
く
。

④

夏
休

み
親

子
体

験
実

習
や

近
隣

中
学

校
と

の
交

流
授

業
を

実
施

し
、

将
来

の
進

路
選

択
に

生
か

し
て

い
た

だ
く
機

会
と

す
る

。

日
程

・
内

容
確

認

親
子

体
験

実
習

案
内

と
準

備

地
域

中
学

校
と

の
交

流
授

業

地
域

中
学

校
と

の
交

流
授

業

事
業

所
名

（
　

就
労

継
続

支
援

B
型

事
業

所
　

の
ぞ

み
　

）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

年
間

行
動

計
画

　

←
　

　
　

　
　

ク
ッ

キ
ー

製
造

販
売

・
農

園
作

業
・明

石
焼

き
粉

材
料

の
セ

ッ
ト

ア
ッ

プ
・
施

設
外

作
業

(博
由

園
除

草
作

業
)　

　
　

　
　

→

←
　

　
　

　
　

　
地

域
農

園
作

業
(ピ

ア
フ

ァ
ー

ム
)で

の
交

流
イ

ベ
ン

ト
の

参
加

　
・
イ

ベ
ン

ト
販

売
な

ど
地

域
活

動
に

参
加

　
　

　
　
　

→

親
子

体
験

実
習

・
地

域
中

学
校

と
の

交
流

授
業

振
返

り
と

次
年

度
予

定

←
　

　
　

　
　

作
業

の
共

有
を

随
時

実
施

。
就

労
移

行
体

験
も

無
理

の
な

い
範

囲
で

実
施

し
ゆ

る
や

か
な

チ
ャ

レ
ン

ジ
を

実
施

。
　

　
　
　

→

項
目

月
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□サポートセンター曙 

1. 施設概要 

(1) 事業所名 サポートセンター曙 

(2) 設置場所 兵庫県明石市大久保町西脇726 

(3) 提供するサービスと利用定員 

就労定着支援事業所こねくと 

20名(過去3年間の就労実績による) 

(4) 職員定数 

管理者 1名 

サービス管理責任者 

1名 

就労定着支援員 

1名(1.0) 

 

2. 基本方針 

(1) 職業生活に伴う生活面全般の課題に対して企業や自宅等への訪問や電話・来所相談をとおし

てその人に応じた継続支援を行う。(生活リズム・家計(浪費)・体調管理・遅刻・欠勤・身だしな

み・マナー・投薬管理等) 

(2) 就労定着支援該当者(契約者)は就労6ヶ月後の3年間をサービス期間とし、ご家族・企業と情報

共有をしながら課題解決に努める。 

(3) 定期的な面談(月1回以上)を通じて生活面の課題や仕事面での不安を把握し解決を促し、ご本

人・ご家族・企業への安心を提供し障害者就労を拡大していく。 

 

3. 活動内容 

(1) 訪問面談・電話相談・メール(ライン相談)等、状況に応じて継続のための就労定着支援を展開し

ていく。 

(2) 企業担当者と連携し、ご利用者の障害特性に対する配慮が必要な場面の提示やご家庭への協

力依頼等随時お伝えてしていく。 

(3) 余暇活動として月1回「就労者の集い」を実施し、サービス利用者の集まる場、また語らいの場と

して気分転換や職場を離れての会話を楽しむ時間とする。 

 

4. 重点目標及び行動計画(別紙参照) 

 

5. 地域交流計画 

地域イベントへの参加 

明石市総合福祉センター新館でのスポーツ活動 

 

6. 年間予定表(別紙参照) 
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優
先
度

目
標
達
成
の
た
め
に
実
施
す
る
事

①
定
着
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
他
施
設
も
含
め

広
く
P
R
し
て
い
く
。

②
就
労
場
面
や
環
境
の
紹
介
も
含
め
ご
家

族
に
「観
て
」理
解
し
て
い
た
だ
く
機
会

を
つ
く
る
。

③
面
談
を
実
施
す
る
う
え
で
個
々
に
応
じ

た
対
応
を
実
施
し
て
い
く
。

④
こ
ね
く
と
O
B
と
の
仲
間
意
識
と
気
分
転

換
を
図
り
、
仲
間
同
士
の
情
報
共
有
の

場
と
す
る
。

事
業
所
名
（　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
曙
　
　
定
着
支
援
事
業
　
　
）

今
年
度
の
目
標

就
職
後
7ヵ
月
目
か
ら
3年
間
の
サ
ー
ビ
ス
(月
一
回
以
上
の
面
談
)を
実
施
し
安
定
し
た
継
続
就
労
を
目
的
と
し
て
実
施

す
る
。

よ
り
良
い
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
向
け
、
年
1～
2回
家
族
懇
談
会
を
実
施
し
、
ご
家
族
の
安
心
と
企
業
と
の
信
頼
関
係
を
構

築
さ
せ
て
い
く
。
ま
た
ご
利
用
者
と
一
緒
に
休
日
の
過
ご
し
方
を
共
有
し
、
月
一
回
の
「集
い
」を
と
お
し
て
生
活
の
楽
し
み

を
増
や
し
て
い
く
。

具
体
的
な
方
法

基
本
と
し
て
こ
ね
く
と
よ
り
雇
用
決
定
を
受
け
た
時
点
で
ご
家
族
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内
を
し
て
い
く
。
ま
た
会
議
・
研
修
等

に
参
加
し
こ
ね
く
と
の
定
着
支
援
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
他
施
設
の
就
労
移
行
支
援
事
業
所
か
ら
の
利
用
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
P
R
を
し
て
い
く
。

「就
労
定
着
支
援
サ
ー
ビ
ス
」の
状
況
を
画
像
で
知
っ
て
い
た
だ
き
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
ど
ん
な
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
の
か
、
日
々
の

ご
家
族
へ
の
報
告
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
様
に
工
夫
を
し
て
い
く
。

面
談
内
容
や
面
談
場
面
(場
所
・人
)な
ど
気
持
ち
に
余
裕
を
持
ち
話
し
や
す
い
環
境
を
設
定
し
、
話
す
こ
と
で
気
分
転
換
を
図
れ
る

よ
う
な
工
夫
を
考
え
る
。

基
本
月
一
回
、
「食
べ
る
」「
遊
ぶ
」「
話
す
」「
散
策
す
る
」を
と
お
し
て
仕
事
を
離
れ
た
関
係
の
中
で
気
持
ち
を
引
き
出
し
、
定
着
面

談
の
際
の
会
話
を
充
実
さ
せ
て
い
き
安
定
し
た
継
続
就
労
に
つ
な
げ
て
い
く
。
ま
た
こ
ね
く
と
と
の
合
同
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
こ

と
で
互
い
に
刺
激
を
受
け
る
場
面
と
す
る
。
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№
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

①
定
着
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
他
施

設
も
含
め
広
く
P
R
し
て
い
く
。

②
就
労
場
面
や
環
境
の
紹
介
も

含
め
ご
家
族
に
「観
て
」理
解

し
て
い
た
だ
く
機
会
を
つ
く
る
。

第
1
回
定
着

セ
ミ
ナ
ー

第
2
回
定
着

セ
ミ
ナ
ー

③
面
談
を
実
施
す
る
う
え
で

個
々
に
応
じ
た
対
応
を
実
施

し
て
い
く
。

④

こ
ね
く
と
O
B
と
の
仲
間
意
識

と
気
分
転
換
を
図
り
、
仲
間

同
士
の
情
報
共
有
の
場
と
す

る
。

事
業
所
名
（
　
就
労
定
着
支
援
事
業
所
　
こ
ね
く
と
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
間
行
動
計
画
　

←
　
　
外
部
会
議
、
研
修
の
機
会
を
利
用
し
て
啓
発
事
業
を
と
お
し
て
P
R
を
促
す
。
　
→

←
　
　
　
ご
利
用
者
に
と
っ
て
安
心
で
き
る
面
談
環
境
を
設
定
し
、
気
持
ち
を
引
き
出
す
。
　
　
　
→

←
基
本
、
月
に
1回
(月
末
土
曜
日
)休
日
を
利
用
し
た
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。
今
後
の
仲
間
同
士
の
休
日
利
用
の
機
会
を
提
案
し
て
い
く
。
→

振
返
り
と
次
年
度
計
画

項
目

月

29



1
土

月
木

土
火

金
1

日
水

金
月

元
旦

木
金

2
日

火
金

日
水

土
開

所
日

　
2

月
木

土
開

所
日

火
年

始
休

暇
金

土

3
月

辞
令

交
付

式
水

憲
法

記
念

日
土

月
木

日
3

火
金

文
化

の
日

日
水

年
始

休
暇

土
日

4
火

木
み

ど
り

の
日

日
火

金
月

4
水

土
月

木
日

月

5
水

金
こ

ど
も

の
日

月
水

土
火

5
木

日
火

金
月

火

6
木

土
開

所
日

火
木

日
水

6
金

月
水

土
開

所
日

火
水

7
金

日
水

金
月

木
7

土
開

所
日

火
木

日
水

木

8
土

月
木

土
開

所
日

火
金

8
日

水
金

月
成

人
の

日
木

金

9
日

火
金

日
水

土
9

月
ス

ポ
ー

ツ
の

日
木

土
開

所
日

火
金

土
開

所
日

1
0

月
水

土
月

木
日

1
0

火
金

日
水

土
開

所
日

日

1
1

火
木

日
火

金
山

の
日

月
1
1

水
土

月
木

日
月

1
2

水
金

業
務
共
有
会
議

月
水

土
火

1
2

木
日

火
金

月
建

国
記

念
日

火

1
3

木
土

開
所

日
火

木
日

水
1
3

金
業
務
共
有
会
議

月
水

土
開

所
日

火
水

1
4

金
業
務
共
有
会
議

日
水

金
業
務
共
有
会
議

月
木

1
4

土
火

木
日

水
木

1
5

土
開

所
日

月
木

土
開

所
日

火
金

業
務
共
有
会
議

1
5

日
水

金
業
務
共
有
会
議

月
木

金

1
6

日
火

金
業
務
共
有
会
議

日
水

土
開
所
日
　

職
員

会
議

1
6

月
木

土
火

金
業
務
共
有
会
議

土

1
7

月
水

土
月

海
の

日
木

日
1
7

火
金

業
務
共
有
会
議

日
水

土
開
所
日
　

職
員
会
議

日

1
8

火
木

日
火

金
業
務
共
有
会
議

月
敬

老
の

日
1
8

水
土

開
所

日
月

木
日

月

1
9

水
金

月
水

土
火

1
9

木
日

火
金

業
務
共
有
会
議

月
火

2
0

木
土

火
木

日
水

2
0

金
月

水
土

火
水

春
分

の
日

2
1

金
日

水
金

月
木

2
1

土
火

木
日

水
木

2
2

土
月

木
土

火
金

2
2

日
水

金
月

木
金

業
務
共
有
会
議

2
3

日
火

金
日

水
土

秋
分

の
日

2
3

月
木

勤
労

感
謝

の
日

土
開
所
日
　

職
員
会
議

火
金

天
皇

誕
生

日
土

開
所

日

2
4

月
水

土
月

木
日

2
4

火
金

日
水

土
日

2
5

火
木

日
火

金
月

2
5

水
土

開
所
日
　

職
員
会
議

月
木

日
月

2
6

水
金

月
水

土
開
所
日
　

職
員

会
議

火
2
6

木
日

火
金

月
火

2
7

木
土

開
所
日
　

職
員
会
議

火
木

日
水

2
7

金
月

水
土

開
所
日
　

職
員
会
議

火
水

2
8

金
日

水
金

月
木

2
8

土
開
所
日
　

職
員

会
議

火
木

日
水

木

2
9

土
昭

和
の

日
月

木
土

開
所
日
　

職
員

会
議

火
金

2
9

日
水

金
年

末
休

暇
月

木
金

3
0

日
火

金
日

水
土

3
0

月
木

土
年

末
休

暇
火

土
開
所
日
　

職
員
会
議

3
1

水
月

木
3
1

火
日

年
末

休
暇

水
日

備
考

備
考

稼
働

日
数

稼
働
日

休
止

日
数

休
止
日

職
員
公
休

日
職

員
公

休
日

2
3 8

8

2
2 9

2
1 8

8

2
2 8

2
2

2
2 8

2
3 8

2
3 8

レ
ク

レ
ー

シ
ョ

ン

４
月

５
月

１
０
月

１
２
月

8
8

入
所

式
レ

ク
レ

ー
シ

ョ
ン

施
設

内
親

子
講

演
会

 
 
日

帰
り

旅
行

(
こ

ね
く

と
)

親
子

体
験

・
地

域
中

学
校

交
流

授
業

　
　

　
第

一
回

定
着

セ
ミ

ナ
ー

レ
ク

レ
ー

シ
ョ

ン

2
3

2
3

2
2

8

2
3

７
月

第
2回

就
労
セ
ミ

ナ
ー
・
地
域
中
学
校

交
流
授
業

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

施
設
内
ク
リ
ス
マ
ス

会

親
子

体
験

・
第

一
回

就
労

セ
ミ

ナ
ー

レ
ク

レ
ー

シ
ョ

ン

レ
ク

レ
ー

シ
ョ

ン
日

帰
り

旅
行

(の
ぞ

み
)

地
域

中
学

校
交

流
授

業
・

施
設

内
親

子
講

演
会

レ
ク

レ
ー

シ
ョ

ン

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

令
和
5年

度
　
社
会
福
祉
法
人
明
桜
会
　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
曙
　
年
間
予
定
表
（
案
）

9
9

9
1
0

1
0

8
9

9
9

1
0

9
9

３
月

１
月

６
月

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

年
度
末
慰
労
会

２
月

第
2回

定
着
セ
ミ

ナ
ー

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

８
月

９
月

１
１
月

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

就
労
者
OB
会
(予

定
)
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□サポートセンター貴和 

1. 施設概要 

(1) 事業所名 サポートセンター貴和 

(2) 設置場所 兵庫県明石市田町2丁目3－3 

(3) 提供するサービスと利用定員 

就労継続支援B型 

25名 

(4) 職員定数 

管理者 1名(兼務) 

サービス管理責任者 

1名 

職業指導員 1名(常勤) 

生活支援員 3名 

 

2. 基本方針 

(1) 一人一人に合った活動を提供し、充実した毎日を過ごせることを大切にします。 

(2) 一人一人が役割を持ち、協力して目標を達成することでお互いの存在を認め合えることを大切

にします。 

(3) 活動支援のみでなく、個々のニーズに合った相談支援、生活支援、家族支援も大切にします。 

(4) 新館の活動を通して地域の方々との交流を大切にし、共生社会の実現に貢献できることを目指

します。 

 

3. 重点目標及び行動計画(別紙参照) 

 

4. 活動内容 

(1) 作業活動(下請け活動：アンテナ部品組立作業、値札付け作業、缶バッチ部品組立作業、タオル

畳み作業、部品梱包作業、電子部品加工、自主生産作業、公園潅水花植え、新館清掃) 

(2) 余暇活動(季節行事、誕生会、日帰り旅行、クリスマス会、お疲れ様会) 

(3) 実習生の受け入れ(特別支援学校実習、介護等体験実習、保育実習、親子体験会) 

(4) 防災活動(火災・地震・水害避難訓練、シェイクアウト訓練-1月) 

(5) 健康管理(健康診断・歯科検診-10月) 

(6) 活動時間 

① 利用者活動時間 

9:00～ 朝礼 

9:15～ 作業活動(10:30休憩) 

12:00～ 昼食 

13:00～ 作業活動(14:15休憩) 

15:15～ 掃除 

15:30～ 終礼 

16:00 退所 

② 新館清掃作業活動時間 

9:00～ 作業準備 

9:05～ 清掃作業(10:30休憩) 

12:30～ 昼食 

13:30～ 清掃作業(14:30休憩) 

15:50～ 片付け 

16:00 退館 
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5. 地域交流計画 

(1) 近隣の清掃活動 

(2) 上西厚生館芋ほり 

(2) 衣川コミセンの活動への参加 

(3) 林小学校区総合防災訓練への参加 

(4) 新館スポーツ教室等への参加 

 

6. 年間予定表(別紙参照) 
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優
先

度
目

標
達

成
の

た
め

に
実

施
す

る
事

①
在

籍
利

用
者

へ
の

定
着

支
援

②
新

規
利

用
者

の
獲

得
作

業
活

動
の

確
保

と
充

実
余

暇
活

動
の

充
実

③
新

館
利

用
者

の
新

規
獲

得
と

地
域

交
流

④
活

動
報

告
や

懇
親

・勉
強

会
等

の
実

施

事
業

所
名

 （
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
貴

和
）

今
年

度
の

目
標

・多
様

な
ニ

ー
ズ

へ
の

対
応

・事
業

所
の

魅
力

向
上

・新
館

事
業

の
発

展
と

地
域

と
の

繋
が

り
の

構
築

・家
族

サ
ー

ビ
ス

の
充

実

具
体

的
な

方
法

定
員

（２
５

名
）に

到
達

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

新
規

ご
利

用
者

の
獲

得
を

目
指

す
。

こ
こ

数
年

特
別

支
援

学
校

卒
業

生
の

新
規

利
用

が
続

い
て

お
り

、
引

き
続

き
学

校
と

連
携

し
見

学
・
実

習
の

受
け

入
れ

を
行

う
。

夏
休

み
期

間
に

特
別

支
援

学
校

を
対

象
に

し
た

見
学

会
を

実
施

す
る

。
事

業
所

の
老

朽
化

が
進

ん
で

い
る

こ
も

あ
り

、
必

要
な

修
繕

や
環

境
整

備
・
整

理
整

頓
・
清

掃
を

強
化

す
る

。
現

在
請

け
負

っ
て

い
る

多
様

な
下

請
け

作
業

を
継

続
し

、
手

す
き

の
な

い
充

実
し

た
作

業
提

供
を

行
う

。
定

員
数

増
に

よ
る

平
均

工
賃

の
減

少
額

を
抑

え
る

た
め

、
作

業
量

を
増

や
し

工
賃

額
の

維
持

に
努

め
る

。
事

業
所

へ
の

通
所

が
楽

し
み

と
な

る
よ

う
、

作
業

の
充

実
の

み
で

は
な

く
誕

生
日

会
な

ど
の

イ
ベ

ン
ト

も
定

期
的

に
企

画
す

る
。

新
館

で
の

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

ス
ポ

ー
ツ

体
験

の
機

会
提

供
。

在
籍

利
用

者
の

長
期

利
用

・高
齢

化
も

進
ん

で
き

て
い

る
こ

と
か

ら
、

生
活

面
全

般
に

お
い

て
の

支
援

が
必

要
と

な
っ

て
き

て
い

る
。

可
能

な
限

り
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
貴

和
へ

の
通

所
が

継
続

で
き

る
よ

う
、

相
談

支
援

の
機

会
を

設
け

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

て
い

く
。

サ
ー

ビ
ス

更
新

面
談

時
に

ア
セ

ス
メ

ン
ト

を
行

い
、

フ
ェ

ー
ス

シ
ー

ト
の

整
理

と
更

新
行

う
。

作
業

提
供

の
み

で
は

な
く
、

個
の

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
た

余
暇

・
創

作
活

動
、

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

ス
ポ

ー
ツ

の
機

会
を

提
供

す
る

。
ケ

ー
ス

検
討

、
研

修
等

へ
の

参
加

か
ら

障
害

特
性

へ
の

理
解

を
育

み
、

ス
タ

ッ
フ

の
支

援
力

を
向

上
さ

せ
る

。

お
便

り
や

映
像

、
ブ

ロ
グ

等
で

事
業

所
の

活
動

の
様

子
や

現
状

を
報

告
す

る
。

ご
家

族
が

知
り

た
い

情
報

を
発

信
す

る
勉

強
会

等
を

実
施

す
る

な
ど

、
ご

家
族

が
集

ま
り

情
報

交
換

で
き

る
機

会
を

提
供

す
る

。

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

な
ど

を
参

考
に

し
、

新
た

な
タ

ー
ゲ

ッ
ト

へ
の

広
報

活
動

を
行

い
新

規
新

館
利

用
者

の
獲

得
に

繋
げ

る
。

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

貴
和

利
用

者
の

新
館

の
利

用
機

会
を

増
や

す
こ

と
で

、
地

域
の

新
館

利
用

者
と

の
交

流
の

機
会

を
広

げ
、

共
生

社
会

の
実

現
に

貢
献

す
る

。
市

内
の

福
祉

事
業

所
に

向
け

て
の

出
張

教
室

な
ど

を
企

画
し

、
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
ス

ポ
ー

ツ
の

普
及

に
努

め
る

。
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№
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

①
在

籍
利

用
者

へ
の

定
着

支
援

②
新

規
利

用
者

の
獲

得
作

業
活

動
の

確
保

と
充

実
余

暇
活

動
作

業
活

動

③
新

館
利

用
者

の
新

規
獲

得
地

域
交

流

④
活

動
報

告
や

懇
親

・勉
強

会
等

の
実

施

行
動

計
画

　
事

業
所

名
 （

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

貴
和

）

項
目

月

実
習

受
け

入

事
業

所
の

環
境

整
備

夏
休

み
見

学
会

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

ス
ポ

ー
ツ

体
験

・新
館

ス
ポ

ー
ツ

教
室

へ
の

参
加

新
館

だ
よ

り
交

流

大
会

交
流

大
会

新
館

だ
よ

り

交
流

大
会

交
流

大
会

体
力

測
定

会

各
種

教
室

定
期

開
催

体
験

会
・出

張
教

室

実
習

受
け

入

ケ
ー

ス
検

討
・相

談
支

援
・研

修
会

等
へ

の
参

加

個
別

支
援

計
画

更
新

面
談

・フ
ェ

ー
ス

シ
ー

ト
の

更
新

手
す

き
の

な
い

充
実

し
た

作
業

提
供

誕
生

日
会

・調
理

実
習

・季
節

の
イ

ベ
ン

ト
等

活
動

報
告

活
動

報
告

懇
親

勉
強

会

活
動

報
告

活
動

報
告

懇
親

勉
強

会
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1
土

月
木

土
火

金
1

日
水

金
月

元
旦

木
金

2
日

火
金

日
水

土
開
所
日

2
月

木
土

開
所
日

火
年
始
休
暇

金
土

3
月

新
年
度
式

水
憲
法
記
念
日

土
月

木
日

3
火

金
文
化
の
日

日
水

年
始
休
暇

土
日

4
火

木
み
ど
り
の
日

日
火

金
月

4
水

土
月

木
日

月

5
水

金
こ
ど
も
の
日

月
水

土
火

5
木

日
火

金
月

火

6
木

土
開
所
日

火
木

日
水

6
金

月
水

土
開
所
日

火
水

7
金

日
水

金
月

木
7

土
開
所
日

火
木

日
水

木

8
土

開
所
日

月
木

土
開
所
日

火
金

8
日

水
金

月
成
人
の
日

木
金

9
日

火
金

日
水

土
9

月
ス
ポ
ー
ツ
の
日

木
土

開
所
日

火
金

土
開
所
日

1
0

月
水

土
月

木
前
期
賞
与
支
給
日

日
1
0

火
金

日
水

土
開
所
日

日

1
1

火
木

日
火

金
山
の
日

月
1
1

水
土

月
木

日
月

1
2

水
金

月
水

土
火

1
2

木
日

火
金

月
建
国
記
念
日

火

1
3

木
土

開
所
日

火
木

日
水

1
3

金
月

水
土

開
所
日

火
水

1
4

金
日

水
金

月
木

1
4

土
火

木
日

水
木

1
5

土
開
所
日

月
木

土
開
所
日

火
金

1
5

日
水

金
後
期
賞
与
支
給
日

月
木

金

1
6

日
火

金
日

水
土

開
所
日

1
6

月
木

土
火

金
土

1
7

月
水

土
月

海
の
日

木
日

1
7

火
金

日
水

避
難
訓
練

土
開
所
日

日

1
8

火
木

日
火

金
月

敬
老
の
日

1
8

水
土

開
所
日

月
木

日
月

1
9

水
金

月
水

土
火

1
9

木
日

火
金

月
火

2
0

木
土

火
木

日
水

2
0

金
月

水
土

火
水

春
分
の
日

2
1

金
避
難
訓
練

日
水

金
月

木
2
1

土
火

木
日

水
木

2
2

土
月

木
土

火
金

2
2

日
水

金
月

木
工
賃
支
給
日

金

2
3

日
火

金
工
賃
支
給
日

日
水

土
秋
分
の
日

2
3

月
木

勤
労
感
謝
の
日

土
開
所
日

火
金

天
皇
誕
生
日

土
開
所
日

2
4

月
水

土
月

木
日

2
4

火
金

工
賃
支
給
日

日
水

土
日

2
5

火
工
賃
支
給
日

木
工
賃
支
給
日

日
火

工
賃
支
給
日

金
工
賃
支
給
日

月
工
賃
支
給
日

2
5

水
工
賃
支
給
日

土
開
所
日

月
工
賃
支
給
日

木
工
賃
支
給
日

日
月

工
賃
支
給
日

2
6

水
金

月
水

土
開
所
日

火
2
6

木
日

火
金

月
火

2
7

木
土

開
所
日

火
木

日
水

2
7

金
月

水
土

開
所
日

火
水

2
8

金
日

水
金

月
木

2
8

土
開
所
日

火
木

日
水

木

2
9

土
昭
和
の
日

月
木

土
開
所
日

火
金

2
9

日
水

金
年
末
休
暇

月
木

金

3
0

日
火

金
日

水
土

3
0

月
木

土
年
末
休
暇

火
土

開
所
日

3
1

水
月

木
3
1

火
日

年
末
休
暇

水
日

備
考

備
考

稼
働
日
数

稼
働
日

休
止
日
数

休
止
日

職
員
公
休
日

職
員
公
休
日

令
和
5年

度
　
社
会
福
祉
法
人
明
桜
会
　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
貴
和
　
年
間
予
定
表
（
案
）

9
9

9
1
0

1
0

8
9

9
9

1
0

9
9

３
月

１
月

６
月

年
度
末
お
疲
れ

様
会

２
月

日
帰
り
旅
行

８
月

９
月

１
１
月

７
月

貴
和
ク
リ
ス
マ

ス
会

年
末
大
掃
除

事
業
所
見
学
会

健
康
診
断

障
害
者
交
流
運

動
会

芋
掘
り

歯
科
検
診

新
年
会

４
月

５
月

１
０
月

１
２
月

8
8

新
年
度
式

芋
の
苗
植
え

2
3

2
3

2
2

8

2
3 8

2
2 8

2
2

2
2 8

2
3 8

2
3 8

2
3 8

8

2
2 9

2
1 8
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□明石市立総合福祉センター新館障害者スポーツ理解促進・体験事業 

1. 施設の目的 

(1) 明石市が掲げる「やさしいまちづくり」や「共生社会ホストタウン」の発信拠点として、誰もができ

るユニバーサルスポーツを通じて、障害者、児童、高齢者、地域の人々等、年齢や性別、文化

の違いに関わらず誰もが楽しく自由に集い、自然に交流のできるユニバーサル社会実現に向け

ての活動拠点を目指す。 

(2) ユニバーサルスポーツの広報活動に努め、市内における普及と理解促進を図る。 

(3) ユニバーサルスポーツ体験会、教室、交流大会を実施し、障害の有無に関わらず生涯にわたっ

てスポーツを楽しめる環境を構築していく。 

(4) 各種競技において、競技者の技術向上を図る。 

(5) 市内に拠点を置く障害者スポーツ団体とネットワークを構築し、広く障害者スポーツの振興に寄

与する。 

(6) 障害者の就労支援に寄与する。 

 

2. 設置場所 明石市貴崎1丁目5番46号 

 

3. 活動場所 明石市立総合福祉センター新館全館及び施設外多目的広場 

 

4. 開館時間及び休館日 

月曜日～土曜日午前9時～午後9時 

日曜日・祝日午前9時～午後5時 

休館日12月29日～1月3日 

＊設備等のメンテナンスの時は臨時休館とする場合あり 

 

5. 職員 

スポーツインストラクター 

1～2名 

日常清掃作業員[月～金] 

障害者1～2名 

 

6. 活動内容 

[常時活動] 

施設内1階多目的ホール 

車いす卓球・卓球・卓球バレー・ボッチャ・フライングディスク・車いすバスケ・STT・ストラックアウト・シ

ッティングバレー・ふうせんバレー・ブラインドサッカー・モルック等 

[週別体験交流会] 

毎週木曜日(13：30～14：30) 

ユニバーサルスポーツ教室及びレクリエーション 

第2日曜日(14：00～15：00) 

車いすバスケットボール体験タイム 

第2・4火曜日(10：30～11：30) 

明石市スポーツ推進委員会協力による健康体操＆ACEボール教室 

第3土曜日(10:30～11:30) 

明石市スポーツ推進委員会協力によるウォーキング教室 

[年間体験交流会] 

ユニバーサルスポーツ交流大会(4回) 

ユニバーサルスポーツ体験会(2回) 
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[その他活動] 

・ 体力測定会(1回) 

・ 新館だより発行(2回) 

・ 障害者団体及び市民に対する広報普及活動 

・ 市内、東播地域、県等の障害者スポーツ団体との連携 

・ 出張ユニバーサルスポーツ教室 

・ 館内清掃(障害者の就労支援) 
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□サポートセンター双葉 

1. 施設概要 

(1) 事業所名 サポートセンター双葉 

(2) 設置場所 明石市二見町西二見605-2 

(3) 提供するサービスと利用定員 

生活介護20名 

(4) 職員定数 

管理者 1名 

サービス管理責任者 1名(管理者兼務) 

生活支援員 5名 

看護師 1名 

機能訓練指導員 

1名(看護師兼務) 

嘱託医 1名 

 

2. 基本方針 

一人一人がより自分らしく生きていくため、QOL(生活・人生の質)の向上を常に意識し、同時に専門

職として常に“何をすべきか”を考え、ご利用者の望む暮らしの実現に向け取り組んでいきます。 

 

3. 重点目標及び行動計画(別紙参照) 

 

4. 活動内容 

(1) 作業活動 

① 下請け作業 

② 自主生産作業 

(2) 体育的活動 

① 散策活動 

(3) 余暇活動 

① 行事 

② グループ外出 

(4) 健康管理 

① 感染症対策 

館内消毒の実施(毎日) 

② 健康診断(1回/年) 

③ 歯科健診(1回/年) 

④ 体重・血圧測定(1回/月) 

(5) その他 

① 利用者自治会(1回/3ヵ月) 

② 実習受け入れ 

③ 避難訓練(1回/2ヵ月) 

 

5. 地域交流計画 

(1) 二見西まちづくり協議会への参画 

(2) 地域イベントへの参加 

(3) 清掃活動 

 

6. 年間予定表(別紙参照)  
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・支
援

力
の

向
上

●
二

見
西

ま
ち

づ
く
り

協
議

会
を

通
じ

て
、

近
隣

の
住

民
や

学
校

関
係

と
交

流
等

を
行

い
、

障
害

の
理

解
・
啓

発
を

促
進

す
る

。
（小

学
校

と
の

学
習

会
・学

校
関

係
と

の
街

頭
募

金
・地

域
の

ま
つ

り
や

交
流

旅
行

な
ど

）
●

地
域

清
掃

を
継

続
し

て
行

う
こ

と
で

顔
見

知
り

を
増

や
し

、
あ

い
さ

つ
し

合
え

る
関

係
を

築
い

て
い

く
。

●
必

要
と

さ
れ

る
ス

キ
ル

や
職

員
個

人
が

興
味

を
持

っ
て

い
る

分
野

の
外

部
研

修
へ

積
極

的
に

派
遣

を
行

う
。

●
施

設
内

で
の

研
修

（支
援

に
関

す
る

こ
と

・虐
待

や
人

権
に

関
す

る
こ

と
な

ど
）
を

年
2
回

以
上

実
施

す
る

。

④
・ご

家
族

の
安

心
を

支
え

る
●

年
2回

以
上

、
保

護
者

勉
強

会
を

開
催

す
る

。
●

双
葉

だ
よ

り
を

毎
月

1回
発

行
す

る
。

② ③

・垣
根

の
な

い
地

域
づ

く
り

令
和

5
年

度
事

業
所

事
業

計
画

書

　
　

目
標

達
成

の
た

め
に

行
う

事

・意
思

形
成

・表
出

を
常

に
意

識
し

た
支

援
を

す
る

・社
会

資
源

の
積

極
活

用
を

支
援

す
る

・余
暇

活
動

等
を

充
実

さ
せ

る

事
業

所
名

（　
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
双

葉
　

）

・‟
ご

利
用

者
が

ど
の

よ
う

な
暮

ら
し

を
望

ん
で

い
る

の
か

”を
ご

利
用

者
・
ご

家
族

と
と

も
に

考
え

、
そ

の
実

現
に

向
け

て
取

り
組

ん
で

い
く
。

・二
見

西
地

区
に

お
い

て
福

祉
の

理
解

を
促

進
す

る
。

①

今
年

度
の

目
標

具
体

的
な

計
画

、
実

施
方

法

●
新

た
な

体
験

や
経

験
を

し
て

く
こ

と
で

選
択

肢
を

増
や

し
、

人
生

が
豊

か
に

な
る

よ
う

支
援

を
行

う
。

ま
た

、
言

葉
の

な
い

方
に

は
わ

ず
か

な
変

化
を

キ
ャ

ッ
チ

し
、

思
い

を
理

解
で

き
る

よ
う

努
め

る
。

●
短

期
入

所
や

移
動

支
援

な
ど

の
社

会
資

源
が

利
用

で
き

る
よ

う
に

働
き

か
け

、
充

実
し

た
時

間
が

送
れ

る
よ

う
に

支
援

す
る

。
●

感
染

症
等

に
配

慮
し

な
が

ら
、

こ
れ

ま
で

の
よ

う
な

外
出

行
事

な
ど

も
行

っ
て

い
く
。
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№
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

①

・意
思

形
成

・表
出

を
常

に
意

識
し

ま
す

・社
会

資
源

の
積

極
活

用
を

支
援

し
ま

す
・余

暇
活

動
等

を
充

実
さ

せ
ま

す

②
・垣

根
の

な
い

地
域

づ
く
り

③
・支

援
力

の
向

上

④
・ご

家
族

の
安

心
を

支
え

ま
す

行
動

計
画

　
事

業
所

名
 （

　
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
双

葉
　

)

項
目

月

各
種
教
室
定
期
開
催

自
治

会
自

治
会

自
治

会
自

治
会

グ
ル

ー

プ
外

出
B

B
Q

グ
ル

ー

プ
外

出

日
帰

り

旅
行

地
域

清
掃

（
月

1
回

）

地
域

交

流
行

事

地
域

交

流
行

事

地
域

交

流
行

事

地
域

交

流
行

事

職
員

研
修

会

職
員

研
修

会
職

員

研
修

会

個
々

が
必

要
と

す
る

テ
ー

マ
の

外
部

研
修

に
参

加

勉
強

会
勉

強
会

双
葉

だ
よ

り
（
月

1回
）
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1
土

月
木

土
火

金
1

日
水

金
月

元
旦

木
金

2
日

火
金

日
水

土
2

月
木

土
育
成
会
ク
リ
ス
マ
ス
の
つ
ど
い

火
年
始
休
暇

金
土

3
月

新
年
度
式

水
憲
法
記
念
日

土
月

木
日

3
火

金
二
見
町
文
化
祭

日
水

年
始
休
暇

土
日

4
火

木
み
ど
り
の
日

日
火

金
月

4
水

土
月

木
日

月

5
水

金
こ
ど
も
の
日

月
水

土
火

5
木

日
火

金
月

火

6
木

土
開
所
日

火
木

日
水

6
金

月
水

土
開
所
日

火
水

7
金

日
水

金
月

木
7

土
開
所
日

火
木

日
水

木

8
土

開
所
日

月
避
難
訓
練

木
土

開
所
日

火
金

8
日

水
金

月
成
人
の
日

木
金

避
難
訓
練

9
日

火
金

日
水

サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

土
9

月
ス
ポ
ー
ツ
の
日

木
避
難
訓
練

土
開
所
日

火
金

土
開
所
日

1
0

月
水

土
月

木
半
日
出
勤
・
職
員
会
議

日
1
0

火
金

日
水

土
開
所
日

日

1
1

火
木

日
火

避
難
訓
練

金
山
の
日

月
1
1

水
土

月
木

日
月

1
2

水
金

月
水

土
火

1
2

木
日

火
金

月
建
国
記
念
日

火

1
3

木
土

開
所
日

火
木

日
水

避
難
訓
練

1
3

金
月

水
土

開
所
日

火
水

1
4

金
日

水
金

月
木

1
4

土
火

木
日

水
木

1
5

土
開
所
日

月
木

土
開
所
日

火
金

1
5

日
水

金
月

木
金

1
6

日
火

金
日

水
土

開
所
日

1
6

月
木

土
火

金
土

1
7

月
水

土
月

海
の
日

木
日

1
7

火
金

日
水

防
災
訓
練

土
開
所
日

日

1
8

火
木

日
火

金
月

敬
老
の
日

1
8

水
土

1
1
/
3
代
休

月
木

日
月

1
9

水
金

月
水

土
火

1
9

木
日

火
金

月
火

2
0

木
土

火
木

日
水

2
0

金
月

水
土

火
水

春
分
の
日

2
1

金
日

水
金

月
木

2
1

土
火

木
日

水
木

2
2

土
月

木
土

火
金

2
2

日
水

金
月

木
金

2
3

日
火

金
日

水
土

秋
分
の
日

2
3

月
木

勤
労
感
謝
の
日

土
開
所
日

火
金

天
皇
誕
生
日

土
開
所
日

2
4

月
水

土
月

木
日

2
4

火
金

日
水

土
日

2
5

火
自
治
会
・
給
料
日

木
日

火
自
治
会
・
給
料
日

金
月

2
5

水
自
治
会
・
給
料
日

土
開
所
日

月
木

自
治
会
・
給
料
日

日
月

2
6

水
金

月
水

土
開
所
日

火
2
6

木
日

火
金

月
火

2
7

木
土

開
所
日

火
木

日
水

2
7

金
月

水
ぼ
う
ね
ん
会

土
開
所
日

火
水

2
8

金
日

水
金

月
木

2
8

土
開
所
日

火
木

半
日
出
勤
・
職
員
会
議

日
水

木

2
9

土
昭
和
の
日

月
木

土
開
所
日

火
金

2
9

日
水

金
年
末
休
暇

月
木

金

3
0

日
火

金
日

水
土

3
0

月
木

土
年
末
休
暇

火
土

半
日
出
勤
（
お
つ
か
れ
様
会
）

職
員
会
議

3
1

水
月

木
3
1

火
日

年
末
休
暇

水
日

備
考

備
考

稼
働
日
数

稼
働
日

休
止
日
数

休
止
日

職
員
公
休
日

職
員
公
休
日

2
3 8

8

2
2 9

2
1 8

8

2
2 8

2
2

2
2 8

2
3 8

2
3 8

芋
植
え
体
験

グ
ル
ー
プ
外
出

４
月

５
月

１
０
月

１
２
月

8
8

保
護
者
勉
強
会

2
3

2
3

2
2

8

2
3

７
月

保
護
者
勉
強
会

二
見
防
災
イ
ベ

ン
ト

健
康
診
断

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

歯
科
健
診

グ
ル
ー
プ
外
出

芋
掘
り
体
験

令
和
5年

度
　
社
会
福
祉
法
人
明
桜
会
　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
双
葉
　
年
間
予
定
表

9
9

9
1
0

1
0

8
9

9
9

1
0

9
9

３
月

１
月

６
月

個
別
懇
談
会

２
月

日
帰
り
旅
行

８
月

９
月

１
１
月
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□共同生活援助事業やまゆりの家 

1. 施設概要 

(1) 事業所名 やまゆりの家 

(2) 設置場所 

第2： 西明石東町14-10 

第3： 魚住町西岡540-2 

第4： 大久保町大窪2489県営明石第2鉄筋105号室/106号室 

第5： 大久保町大窪2242-1 

第6： 貴崎2丁目17-9市営貴崎団地9号棟101号室/102号室 

第7： 大久保町松蔭99-1 

第8： 貴崎2丁目17-9市営貴崎団地10号棟101号室 

第9： 貴崎2丁目17-9市営貴崎団地10号棟102号室 

第10： 大久保町大窪747-1 

(3) 提供するサービスと利用定員 

共同生活援助事業利用定員 

50名 

第2：男性 7名 

第3：女性 5名 

第4：男性 5名 

第5：女性 5名 

第6：男性 6名 

第7：男性 6名 

第8：男性 4名 

第9：男性 5名 

第10：男性 7名 

(4) 職員定数 

管理者(サビ菅兼務) 

1名 

サービス管理責任者(支援員兼務) 

1名 

生活支援員 11名 

看護師 3名 

世話人 35名 

 

2. 基本方針 

(1) ご利用者の望み・夢・未来への想いに向き合い寄り添う。 

(2) ご利用者の暮らしを包括的な支援と資源で支える。 

(3) ご利用者が必要とする支援を提供できる体制と人材を育む。 

(4) ご利用者・ご家族・地域に信頼されるホームとなる。 

(5) ポジティブな「住まい・暮らしの選択」を提案する。 

 

3. 重点目標及び行動計画(別紙参照) 

 

4. 活動内容 

(1) アセスメントの強化を図り、ご利用者の望みや想いに沿った支援を展開する。 

(2) ご利用者の目線に立ち、その方の意思の形成と表出が行える体制を築く。 

(3) ご利用者が安心且つ快適な環境づくりと、包括的な支援を行う為の多職種連携を図る。 
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(4) ご利用者の権利・尊厳を遵守し、ご利用者の立場に立った行動がとれる人材を育てる。 

(5) ご近所、自治会、地域を知る。またホームを知って頂く。 

(6) 多様な暮らし方を学び提案し実践に繋げる。親亡き後ではなく「自らの住まいを考える」風土を

培う。 

(7) withコロナに適した生活様式・ホーム運営を行う。 

(8) ホームご利用者の当事者団体「あそび隊」のバックアップを行うと共に余暇の充実を図る。 

 

5. 地域交流計画 

(1) 自治会活動等への積極的な参加を行う。 

(2) 「あそび隊」の活動を通じて、ボランティア育成にも取り組む。 

(3) 交流強化地域を松蔭(第7)・貴崎団地(第6・7・8)に設定し、各種地域団体との繋がりを構築する。 

(4) 大久保地区社協主催の「まち友」への参加を行う。 

 

6. 年間予定表(別紙参照) 
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・ご
利

用
者

個
々

へ
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

を
深

め
る

為
の

ス
キ

ル
・テ

ク
ニ

ッ
ク

向
上

の
研

修
を

行
う

。
・支

援
員

、
ホ

ー
ム

職
員

（世
話

人
）の

意
思

統
一

・情
報

共
有

を
徹

底
し

チ
ー

ム
ア

プ
ロ

ー
チ

を
実

践
す

る
。

・多
様

な
個

人
ニ

ー
ズ

の
解

決
に

向
け

、
ホ

ー
ム

の
対

応
力

を
引

き
上

げ
る

。
・実

践
の

振
り

返
り

・評
価

を
目

的
と

し
た

報
告

会
を

実
施

す
る

。

・自
治

会
活

動
を

通
じ

て
、

や
ま

ゆ
り

の
家

・グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
の

認
知

度
を

高
め

る
。

・イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
な

資
源

を
開

拓
す

る
為

に
、

人
や

団
体

と
の

交
流

を
積

極
的

に
行

う
。

・地
域

貢
献

に
繋

が
る

行
動

を
ご

利
用

者
と

共
に

行
う

。
（清

掃
活

動
や

近
隣

住
民

向
け

の
イ

ベ
ン

ト
）

令
和

5
年

度
事

業
所

事
業

計
画

書

　
　

目
標

達
成

の
た

め
に

行
う

事

ア
セ

ス
メ

ン
ト

力
・支

援
力

を
高

め
る

事
業

所
名

（　
　

や
ま

ゆ
り

の
家

　
　

　
）

ご
利

用
者

の
望

み
・夢

・未
来

へ
の

想
い

に
向

き
合

う

①

今
年

度
の

目
標

具
体

的
な

計
画

、
実

施
方

法

② ③

意
思

決
定

支
援

の
強

化

地
域

の
資

源
・認

知
度

を
拡

大
す

る

・ご
利

用
者

の
権

利
と

尊
厳

を
遵

守
す

る
為

の
職

員
育

成
を

行
う

。
・意

思
形

成
支

援
を

強
化

す
る

。
経

験
や

情
報

提
供

の
機

会
を

拡
大

す
る

。
・意

思
表

出
支

援
を

強
化

す
る

。
チ

ャ
レ

ン
ジ

で
き

る
・失

敗
を

受
け

止
め

る
体

制
づ

く
り

を
行

う
。
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№
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

①
ア
セ
ス
メ
ン
ト
力
・
支
援
力
を
高

め
る

②
意
思
決
定
支
援
の
強
化

③
地
域
の
資
源
・
認
知
度
を
拡
大
す

る

・
各
ホ
ー
ム
の
定
期
自
治
会
参
加

・
清
掃
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
随
時
参
加

近
隣
住
民
向
け
広
報

イ
ベ
ン
ト
開
催

行
動

計
画

　
事

業
所

名
 （

  
  

  
  

  
 や

ま
ゆ

り
の

家
  

  
  

  
  

  
  

)

・
各
ホ
ー
ム
会
議
で
の
研
修

（
世
話
人
対
象
）

・
ニ
ー
ズ
、
課
題
抽
出

実
践
報
告
会

半
期
実
践
振
り
返
り

・
意
思
決
定
支
援
、
人
権
研
修

（
支
援
員
対
象
）

・
意
思
決
定
支
援
、
人
権
研
修

（
世
話
人
対
象
）

全
職
員
合
同
研
修
会

（
2
班
に
分
か
れ
）

項
目

月
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1
土

月
木

土
火

金
1

日
水

金
月

元
旦

木
金

2
日

火
金

日
水

土
2

月
木

土
火

年
始
休
暇

金
土

3
月

辞
令
交
付
式

水
憲
法
記
念
日

土
月

木
日

3
火

金
文
化
の
日

日
水

年
始
休
暇

土
日

4
火

木
み
ど
り
の
日

日
火

金
月

4
水

土
月

木
日

月

5
水

金
こ
ど
も
の
日

月
水

土
火

5
木

日
火

金
月

火

6
木

土
火

木
日

水
6

金
月

水
土

火
水

7
金

日
水

金
月

木
7

土
火

木
日

水
木

8
土

月
木

土
火

金
8

日
水

金
月

成
人
の
日

木
金

9
日

火
金

日
水

土
9

月
ス
ポ
ー
ツ
の
日

木
土

火
金

土

1
0

月
水

土
月

木
日

1
0

火
金

日
水

土
日

1
1

火
木

日
火

金
山
の
日

月
1
1

水
土

月
木

日
月

1
2

水
金

月
水

土
火

1
2

木
日

火
金

月
建
国
記
念
日

火

1
3

木
土

火
木

日
水

1
3

金
月

水
土

火
水

1
4

金
日

水
金

月
木

1
4

土
火

木
日

水
木

1
5

土
月

木
土

火
金

1
5

日
水

金
月

木
金

1
6

日
火

金
日

水
土

1
6

月
木

土
火

金
土

1
7

月
水

土
月

海
の
日

木
日

1
7

火
金

日
水

土
日

1
8

火
木

日
火

金
月

敬
老
の
日

1
8

水
土

月
木

日
月

1
9

水
金

月
水

土
火

1
9

木
日

火
金

月
火

2
0

木
土

火
木

日
水

2
0

金
月

水
土

火
水

春
分
の
日

2
1

金
日

水
金

月
木

2
1

土
火

木
日

水
木

2
2

土
月

木
土

火
金

2
2

日
水

金
月

木
金

2
3

日
火

金
日

水
土

秋
分
の
日

2
3

月
木

勤
労
感
謝
の
日

土
火

金
天
皇
誕
生
日

土

2
4

月
水

土
月

木
日

2
4

火
金

日
水

土
日

2
5

火
木

日
火

金
月

2
5

水
土

月
木

日
月

2
6

水
金

月
水

土
火

2
6

木
日

火
金

月
火

2
7

木
土

火
木

日
水

2
7

金
月

水
土

火
水

2
8

金
日

水
金

月
木

2
8

土
火

木
日

水
木

2
9

土
昭
和
の
日

月
木

土
火

金
2
9

日
水

金
年
末
休
暇

月
木

金

3
0

日
火

金
日

水
土

3
0

月
木

土
年
末
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暇

火
土

3
1

水
月

木
3
1

火
日
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末
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暇

水
日
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考

備
考

稼
働
日
数
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働
日
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止
日
数

休
止
日

職
員
公
休
日
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日

令
和
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度
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福
祉
法
人
明
桜
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や
ま
ゆ
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案
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9
9

9
1
0

1
0

8
9

9
9

1
0

9
9

３
月

１
月

６
月

２
月

８
月

９
月

１
１
月

７
月

1
2
/
2
育
成
会
ク

リ
ス
マ
ス
会

４
月

５
月

１
０
月

１
２
月

8
8

2
3

2
3

2
2

8

2
3 8

2
2 8

2
2

2
2 8

2
3 8

2
3 8

2
3 8

8

2
2 9

2
1 8
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□共同生活援助事業所あいすくりーむの家 

1. 施設概要 

(1) 事業所名 あいすくりーむの家・ショコラ・バニラ 

短期入所あいすくりーむの家 

(2) 設置場所 兵庫県明石市大久保町大窪2746-1 

(3) 提供するサービスと利用定員 

共同生活援助事業所あいすくりーむの家 

5名 

ショコラ 7名 

バニラ 7名 

短期入所 1名 

(4) 職員定数 

管理者 1名 

サービス管理責任者 

1名 

生活支援員(常勤換算) 

5.0名以上 

世話人(常勤換算) 

4.7名以上 

看護師 1名 

協力医 1名 

 

2. 基本方針 

(1) 「その人自身を大切にした暮らしを支える」 

① その人らしさ、その人自身の素となるものを見つけ出す。 

② 素に寄り添い向き合う。 

③ 止まる事なく歩み続ける。 

(2) 「安心・安全な住まいの場となる」 

① 安心して住み続けていただく。 

② 必要な体制や環境を整える。 

(3) 「今を共に生きる」 

① 共有する時の流れの中で、その人の『今』『時』にこだわる。 

 

3. 重点目標及び行動計画(別紙参照) 

 

4. 活動内容 

(1) 年齢を重ねる事で低下する身体機能や判断能力を考慮し、安全かつ快適な生活と住環境を提

供する。 

(2) 看護師を24時間配置し、医療的なケアが必要になった場合でもグループホームでの生活が維

持できるように支援体制を整えていく。 

① 短期入所の受け入れに対し、医療を含めた聞き取りを丁寧に行い安心してご利用いただけ

るように努める。 

② 日々の聞き取りからは勿論、利用者自治会(年6回)での意見収集や問題解決を図ることで安

定した生活に繋げる。 

(3) その人の「時間・人生」をご利用者・ご家族と一緒に考える。またご家族との繋がりを大切にする 

① 家族交流会(年1回)。 

② いつか訪れる人生のターミナル期の体制を整えていく。 
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(4) 感染症対策の徹底 

① 集団生活における感染症への正しい知識のもと適切な対応の強化を図る。 

② 感染予防委員会の開催を行う。 

(5) 防災・防犯 

① 避難訓練(年1回) 

② シェイクアウト訓練(年1回) 

③ 救急救命講習(年2回かいのき合同) 

④ 地域の防災訓練参加(高丘東小校区) 

(6) 身体拘束適正化委員会 

① 身体拘束適正化委員会(虐待防止委員会/年3回身体拘束適正化委員会/年3回虐待防止研

修/年2回) 

 

5. 地域交流計画 

(1) 地域行事(祭り・防災訓練・研修会等)への参加をはじめ、高丘地区との繋がりを構築していく。 

① 事業所内イベントで地域ボランティアの依頼を行う。 

(2) 地域資源の活用(飲食店・美容理髪店・買い物・娯楽・コミセン等)と模索。 

 

6. 年間予定表(別紙参照) 
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③
家

族
と

過
ご

す
時

間
を

大
切

に
す

る
・家

族
交

流
会

の
実

施
（1

回
/年

）。
・あ

い
す

く
り

ー
む

の
家

の
機

関
誌

の
発

行
（4

回
/年

）。
・ご

家
族

と
一

緒
に

過
ご

す
時
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作
る

（自
宅

訪
問

・あ
い

す
で

ラ
ン

チ
会
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外

食
・
外

出
　

等
）
。

令
和

5
年

度
事

業
所

事
業

計
画

書

　
　

目
標

達
成

の
た

め
に

行
う

事

ご
利

用
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の
「夢

」や
「や

り
た

い
こ

と
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叶

え
る

事
業

所
名

（　
　

　
　

あ
い

す
く
り

ー
む

の
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） ご
利

用
者
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望

み
の
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現

と
、

最
期

の
時

の
体

制
整

理
。

①
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度
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標

具
体

的
な

計
画

、
実

施
方

法
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利

用
者

や
ご

家
族

か
ら

汲
み

取
っ

た
一

人
一
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の

夢
や

や
り

た
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職
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い
、

全
体

で
共

有
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行
う

。
（ケ

ー
ス

担
当

中
心

）
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施
で

き
た

こ
と

は
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告
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て

職
員

と
共

有
し

、
ま

た
ご

家
族
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も

報
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を
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な
う

。

②
看

取
り

の
体

制
の

整
理

・タ
ー

ミ
ナ

ル
委

員
会

で
必

要
な

情
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整

理
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、
ツ

ー
ル
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作

成
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。
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ビ
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再
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と
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直
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回
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・支

援
計

画
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。
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族
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向
け

た
勉

強
会

の
実

施
（1

回
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・家
族

交
流

会
に

合
わ

せ
て

）
。

・職
員

に
向

け
た

研
修

会
の

実
施

（看
取

り
の

理
解

、
他

事
業

所
で

の
事

例
、

終
末

期
の

身
体

兆
候

等
）
。
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か

り
つ

け
医

、
訪

問
診

療
医

等
の

情
報

収
集

と
整

理
。
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4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

①
ご
利
用
者
の
「
夢
」
や
「
や
り
た

い
こ
と
」
を
叶
え
る

②
看
取
り
の
体
制
の
整
理

③
家
族
と
過
ご
す
時
間
を
大
切
に
す

る

行
動

計
画

　
事

業
所

名
 （

  
  

 あ
い

す
く
り

ー
む

の
家

  
  

 )

項
目

月

職
員
に
向

け
た
研
修
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ご
家
族
に

向
け
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勉

強
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家
族
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流

会

機
関
誌
の

発
行

リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
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再
確
認
と

見
直
し

リ
ビ
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ウ
ィ
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再
確
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と

見
直
し

機
関
誌
の

発
行

機
関
誌
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発
行

機
関
誌
の

発
行

職
員
間
で
の
話
し
合
い
と
全
体
で
の
共
有

・
実
施
後
の
報
告

＊
職
員
会
議
等
で
実
施

タ
ー
ミ
ナ
ル
委
員
会
で
の
情
報
の
整
理
・
ツ
ー
ル
の
作
成
・
か
か
り
つ
け
医
、
訪
問
診
療
医
等
の
情
報
収
集
と
整
理
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金
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日
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日
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火
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火
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木
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金
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金
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火
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日
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６
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７
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０
月

１
２
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3 8

2
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2
2

2
2 8
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3 8

2
3 8

2
3 8

8

2
2 9

2
1 8
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□生活介護事業所かいのき 

1. 施設概要 

(1) 事業所名 かいのき 

(2) 設置場所 兵庫県明石市大久保町大窪2746-1 

(3) 提供するサービスと利用定員 

生活介護・共生型通所介護 

20名 

(4) 職員定数 

管理者 1名 

サービス管理責任者 

1名 

生活支援員(常勤換算) 7.6名以上 

看護師 1名 

事務員 1名 

嘱託医 1名 

 

2. 基本方針 

(1) 「五感を潤し、自然な時・空間を創造する」 

① 共有する時の流れの中で、その人の『今』『時』にこだわる。 

② 一人一人に寄り添い向き合う。 

③ 共感にとどまらず共創していく。 

④ 美味しく、楽しく、最後まで。 

(2) 「世代や障害の有無にかかわらず地域に根付き開かれた横断的な事業所を目指す」 

① 事業所の設備や人材の活用を地域住民に普及する。 

 

3. 重点目標及び行動計画(別紙参照) 

 

4. 活動内容 

(1) 日中活動(レクリエーション活動・外出活動・サークル活動・創作活動・機能訓練・スヌーズレン・

入浴) 

(2) 社会活動(個別外出随時・地域行事参加・新館利用) 

(3) 余暇活動(季節行事・誕生日外出・小旅行・グループ外出) 

(4) 利用者自治会(要望・意見収集年6回) 

(5) 外部実習生の受け入れ(社会福祉士・介護等体験・保育士・トライやるウィーク) 

(6) 感染症対策の徹底(感染予防委員会・感染症への正しい知識と適切な対応の強化) 

(7) 防災・防犯計画(避難訓練/年1回シェイクアウト訓練/年1回救急救命講習/年2回地域の防災訓

練参加・高丘東小校区) 

(8) 身体拘束適正化委員会(虐待防止委員会/年3回身体拘束適正化委員会/年3回虐待防止研修/

年2回) 

 

5. 地域交流計画 

(1) 地域行事(祭り・防災訓練・研修会等)への参加をはじめ、高丘地区との繋がりを構築していく。 

① 事業所内イベントで地域ボランティアの依頼を行う。 

(2) 地域資源の活用(飲食店・美容理髪店・買い物・娯楽・コミセン等)を模索する。 

 

6. 年間予定表(別紙参照)  
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令
和

5
年

度
事

業
所

事
業

計
画

書

　
　

目
標

達
成

の
た

め
に

行
う

事

日
中

活
動

の
整

理
と

充
実

事
業

所
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（　
　

　
　

か
い

の
き

  
　

　
　

）

か
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の
き

を
利
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す

る
こ
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元
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に
な

り
、

楽
し
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と

感
じ
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も
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え

る
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。

①

今
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具
体
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な

計
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実
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方

法
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中

活
動
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。
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割
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割
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、
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実
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。

② ③
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キ
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ア
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プ
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向
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た
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委
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会
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動
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加
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介
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）。
・「

看
取

り
に

つ
い

て
」の

勉
強

会
の

実
施

（1
回

/年
）。

・ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
依

頼
（茶

話
会

、
体

操
、

昔
遊

び
　

等
）。

・「
あ

い
す

く
り

ー
む

の
家

サ
ポ

ー
タ

ー
」（

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

)の
募

集
。

・地
域

行
事

へ
の

参
加

。
・地

域
へ

の
広

報
（パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

作
成

・配
布

・ブ
ロ

グ
の

作
成

）。
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№
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

①
日
中
活
動
の
整
理
と
充
実

②

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
向
け
た
勉
強
会

委
員
会
活
動

チ
ー
ム
活
動

③
地
域
へ
の
参
加

行
動

計
画

　
事

業
所

名
 （

  
  

 か
い

の
き

  
  

 )

項
目

月

食
事
に

つ
い
て

日
中
活
動
チ
ー
ム
で
の
組
み
立
て

フ
リ
ー
の
職
員
に
よ
る
実
施

「
個
」
「
グ
ル
ー
プ
」
「
サ
ー
ク
ル
」
「
運
動
」
な
ど
活
動
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
分
け
て
実
施

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
力

食
事
に

つ
い
て

食
事
に

つ
い
て

看
取
り
に

つ
い
て

介
護
に
つ
い
て

地
域
へ
の
広
報

あ
い
す
サ
ポ
ー
タ
ー
の
募
集

地
域
行
事
へ
の
参
加

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
依
頼
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□すたじおぽっち 

1. 施設概要 

(1) 事業所名 すたじおぽっち 

(2) 設置場所 兵庫県明石市魚住町金ヶ崎704-6 

(3) 提供するサービスと利用定員 

生活介護 15名（登録数38名） 

(4) 職員定数 

管理者（兼務） 1名 

サービス管理責任者 

1名 

生活支援員 7名（常勤換算4.4名） 

機能訓練指導員・看護師（兼務） 

1名 

顧問医 1名 

 

2. 基本方針 

コンセプト（基本となる想い）【今日の花】 

ビジョン（目指す未来）【自由に自分を表現できる社会】 

使命（ぽっちのお役目） 

【beyou（あなたのままで）】安心して表現できる場づくり 

【present(届ける・現れる）】視点や世界をひろげる 

(1) 表現活動を通して、多様なあり方を認められる場所とする。 

(2) 活動を発信し、障害のある方の社会参加を推進する。 

(3) 地域と関わりを持ち、地域の一員・文化創造の一拠点となる。 

 

3. 重点目標及び行動計画（別紙参照） 

 

4. 活動内容 

(1) 表現活動…絵画/立体/音楽など 

(2) 企画…展覧会/ワークショップ/地域活動への参加 

(3) 健康維持…散策/外出/調理実習 

(4) 商品制作/販売 

 

5. 地域交流計画 

(1) 魚住まちづくり協議会への参加 

(2) 創作イベント（年1回） 

(3) ぽっちショップの活用（ものづくりサロン：年3回） 

(4) 体操教室サンぽっち（週1回） 

(5) オープンスタジオ（不定期） 

 

6. 年間予定表（別紙参照） 
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・グ
ル

ー
プ

展
の

企
画

（明
石

サ
ー

ビ
ス

エ
リ

ア
・正

覚
寺

・シ
オ

ヤ
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
・
F
L
IP

F
L
O

P
・
え

と
な

と
）

・全
体

会
議

の
開

催
（支

援
会

議
+作

品
整

理
+懇

親
会

：7
月

・1
2月

）

・勉
強

会
の

実
施

（障
害

理
解

：6
月

・1
0月

）/
視

察
や

研
修

（表
現

活
動

：
年

1
～

2
回

）

”み
ん

な
が

リ
ー

ダ
ー

”
個

性
を

生
か

し
た

活
動

や
役

割
を

つ
く
る

。
②②

・環
境

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

（2
カ

月
毎

）

ご
利

用
者

も
ス

タ
ッ

フ
も

、
一

人
ひ

と
り

を
知

る
・深

め
る

。

・ぽ
っ

ち
シ

ョ
ッ

プ
の

活
用

（も
の

づ
く
り

サ
ロ

ン
：年

3回
/ブ

ッ
ク

カ
フ

ェ
：
年

1
回

/
定

期
展

示
：
年

３
回

）

・編
集

会
議

（2
カ

月
毎

/ぽ
っ

ち
通

信
の

発
行

：年
3回

）

令
和

5
年

度
事

業
所

事
業

計
画

書

　
　

目
標

達
成

の
た

め
に

行
う

事

行
動

指
針

の
作

成
と

浸
透

。

・行
動

指
針

作
成

（4
～

5月
）。

・コ
ン

セ
プ

ト
を

広
報

物
へ

掲
載

す
る

（イ
ン

ス
タ

・ブ
ロ

グ
・チ

ラ
シ

等
：
5
月

）
。

事
業

所
名

（　
す

た
じ

お
ぽ

っ
ち

　
）

①
ビ

ジ
ョ

ン
・使

命
に

基
づ

い
て

実
践

す
る

こ
と

で
”望

む
く
ら

し
”を

実
現

す
る

。
コ

ン
セ

プ
ト

（基
本

と
な

る
想

い
）：

【今
日

の
花

】 
 ビ

ジ
ョ

ン
（目

指
す

未
来

）
：
【
自

由
に

自
分

を
表

現
で

き
る

社
会

】
使

命
（お

役
目

）：
【b

e 
yo

u】
安

心
し

て
表

現
で

き
る

場
づ

く
り

・【
pr

es
e
n
t】

視
点

や
世

界
を

ひ
ろ

げ
る

。
②

ご
利

用
者

も
ス

タ
ッ

フ
も

、
や

り
が

い
を

も
っ

て
”は

た
ら

け
る

”場
を

つ
く
る

。
③

活
動

と
経

営
の

バ
ラ

ン
ス

を
と

り
、

安
定

し
た

事
業

所
運

営
を

行
う

。

①

今
年

度
の

目
標

具
体

的
な

計
画

、
実

施
方

法

・ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

で
の

共
有

と
事

業
計

画
振

り
返

り
で

の
評

価
（事

業
計

画
会

議
：
1
月

）

③
稼

働
率

の
維

持
（8

0％
）と

節
約

。

・ご
希

望
に

応
じ

て
既

存
利

用
者

の
通

所
日

数
を

増
加

し
、

定
員

を
満

た
す

。
（
4
月

～
5
月

）

・ご
家

族
と

の
交

流
の

場
を

設
け

、
関

係
作

り
に

努
め

る
。

（家
族

勉
強

会
：
5
月

・
1
月

）

・経
営

状
況

を
ス

タ
ッ

フ
と

共
有

。
一

人
一

人
が

で
き

る
こ

と
を

考
え

る
。

（
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
に

て
：
7
月

・
1
1
月

）
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№
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

①
行

動
指

針
の

作
成

と
浸

透
。

事
業

計
画

会
議

②
ご

利
用

者
も

ス
タ

ッ
フ

も
、

一
人

ひ
と

り
を

知
る

・深
め

る
。

勉
強

会
全

体
会

議
勉

強
会

全
体

会
議

編
集

会
議

環
境

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

編
集

会
議

環
境

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

編
集

会
議

環
境

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

編
集

会
議

環
境

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

編
集

会
議

環
境

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

編
集

会
議

環
境

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

も
の

づ
く
り

サ
ロ

ン
ブ

ッ
ク

カ
フ

ェ
も

の
づ

く
り

サ
ロ

ン
も

の
づ

く
り

サ
ロ

ン

ぽ
っ

ち
内

展
示

グ
ル

ー
プ

展
グ

ル
ー

プ
展

ぽ
っ

ち
内

展
示

グ
ル

ー
プ

展
グ

ル
ー

プ
展

ぽ
っ

ち
内

展
示

グ
ル

ー
プ

展
グ

ル
ー

プ
展

③
稼

働
率

の
維

持
（8

0％
）と

節
約

。
保

護
者

勉
強

会
経

営
状

況
共

有
経

営
状

況
共

有
保

護
者

勉
強

会

個
性

を
生

か
し

た
活

動
や

役
割

を
つ

く
る

。
②

行
動

計
画

　
事

業
所

名
 （

  
 す

た
じ

お
ぽ

っ
ち

  
)

項
目

月

行
動

指
針

作
成

利
用

日
数

調
整
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1
土

月
木

土
火

金
1

日
水

金
月

元
旦

木
金

2
日

火
金

日
水

土
開
所
日

2
月

木
土

育
成
会
ク
リ
ス
マ
ス
会

火
年
始
休
暇

金
土

3
月

辞
令
交
付
式

水
憲
法
記
念
日

土
月

木
日

3
火

金
文
化
の
日

日
水

年
始
休
暇

土
日

4
火

木
み
ど
り
の
日

日
火

金
月

4
水

土
月

木
日

月

5
水

金
こ
ど
も
の
日

月
水

土
火

5
木

日
火

金
月

火

6
木

土
も
の
づ
く
り
サ
ロ
ン

火
木

日
水

6
金

月
水

土
開
所
日

火
水

7
金

日
水

金
月

木
7

土
開
所
日

火
木

日
水

木

8
土

開
所
日

月
木

土
開
所
日

火
金

8
日

水
金

編
集
会
議

月
成
人
の
日

木
金

9
日

火
金

編
集
会
議

日
水

土
9

月
ス
ポ
ー
ツ
の
日

木
土

半
日
開
所
/
全
体
会
議

火
金

編
集
会
議

土
開
所
日

1
0

月
水

土
月

木
日

1
0

火
金

日
水

土
開
所
日

日

1
1

火
木

日
火

金
山
の
日

月
1
1

水
土

月
木

日
月

1
2

水
金

月
水

土
火

1
2

木
日

火
金

月
建
国
記
念
日

火

1
3

木
土

開
所
日

火
木

日
水

1
3

金
編
集
会
議

月
水

土
左
義
長

火
水

1
4

金
編
集
会
議

日
水

金
月

木
1
4

土
火

木
日

水
木

1
5

土
開
所
日

月
木

土
開
所
日

火
金

1
5

日
水

金
月

木
金

1
6

日
火

金
日

水
土

開
所
日

1
6

月
木

環
境
ﾐ
ｰ
ﾃ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ

土
火

金
土

1
7

月
水

土
月

海
の
日

木
日

1
7

火
金

日
水

土
も
の
づ
く
り
サ
ロ
ン

日

1
8

火
木

環
境
ﾐ
ｰ
ﾃ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ

日
火

金
編
集
会
議

月
敬
老
の
日

1
8

水
勉
強
会

土
開
所
日

月
木

環
境
ﾐ
ｰ
ﾃ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ

日
月

1
9

水
金

月
水

土
火

1
9

木
日

火
金

月
火

2
0

木
土

火
木

環
境
ﾐ
ｰ
ﾃ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ

日
水

2
0

金
月

水
土

火
水

春
分
の
日

2
1

金
日

水
勉
強
会

金
月

木
環
境
ﾐ
ｰ
ﾃ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ

2
1

土
火

木
日

水
木

環
境
ﾐ
ｰ
ﾃ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ

2
2

土
月

木
土

火
金

2
2

日
水

金
月

木
金

2
3

日
火

金
日

水
土

秋
分
の
日

2
3

月
木

勤
労
感
謝
の
日

土
開
所
日

火
金

天
皇
誕
生
日

土
開
所
日

2
4

月
水

土
月

木
日

2
4

火
金

日
水

土
日

2
5

火
木

日
火

金
月

2
5

水
土

ブ
ッ
ク
ｶ
ﾌ
ｪ

月
木

日
月

2
6

水
金

月
水

土
開
所
日

火
2
6

木
日

火
金

月
火

2
7

木
土

保
護
者
勉
強
会

火
木

日
水

2
7

金
月

水
土

保
護
者
勉
強
会

火
水

2
8

金
日

水
金

月
木

2
8

土
開
所
日

火
木

日
水

木

2
9

土
昭
和
の
日

月
木

土
半
日
開
所
/
全
体
会
議

火
金

2
9

日
水

金
年
末
休
暇

月
木

金

3
0

日
火

金
日

水
土

3
0

月
木

土
年
末
休
暇

火
土

開
所
日

3
1

水
月

木
3
1

火
日

年
末
休
暇

水
日

備
考

備
考

稼
働
日
数

稼
働
日

休
止
日
数

休
止
日

職
員
公
休
日

職
員
公
休
日

2
3 8

8

2
2 9

2
1 8

8

2
2 8

2
2

2
2 8

2
3 8

2
3 8

作
品
展
①
（
正

覚
寺
）

も
の
づ
く
り
サ

ロ
ン
(
お
絵
描
き

教
室
）

４
月

５
月

１
０
月

１
２
月

8
8

勉
強
会

作
品
展
③
（
シ

オ
ヤ
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
）

作
品
展
②
（
明

石
S
A
)

2
3

2
3

2
2

8

2
3

７
月

1
2
/
2
育
成
会
ク

リ
ス
マ
ス
会

も
の
づ
く
り
サ

ロ
ン
（
年
賀

状
）

金
ヶ
崎
祭

う
お
ず
み
祭

創
作
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

勉
強
会

作
品
展
⑤
（
明

石
S
A
)

左
義
長

保
護
者
勉
強
会

令
和
5
年
度
　
社
会
福
祉
法
人
明
桜
会
　
す
た
じ
お
ぽ
っ
ち
年
間
予
定
表
（
案
）

9
9

9
1
0

1
0

8
9

9
9

1
0

9
9

３
月

１
月

６
月

作
品
展
④
（
え

と
な
と
）

２
月

作
品
展
④

（
F
L
I
P
F
L
O
P
）

ブ
ッ
ク
ｶ
ﾌ
ｪ

８
月

９
月

１
１
月

も
の
づ
く
り
サ

ロ
ン
（
フ
ェ
ル

ト
小
物
づ
く

り
）
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□相談支援事業所オアシス 

1. 施設概要 

(1) 事業所名 相談支援事業所オアシス／相談支援事業所オアシスⅡ 

(2) 設置場所 

オアシス 明石市東仲ノ町3－25アスピア明石東館207号 

オアシスⅡ 明石市大久保町大窪あいすくりーむの家内 

(3) 提供するサービスと利用定員 

明石市指定指定特定相談支援事業指定障害児相談支援事業 

一般相談支援事業(地域移行支援・地域定着支援) 

年間サービス利用計画見込み件数更新 

367件モニタリング1037件 

(4) 職員定数 

管理者 1名 

相談支援専門員 

4名 

 

2. 基本方針 

(1) 法人使命と基本理念に則り、明石市を中心とした東播磨圏域を中心に相談支援事業所として適

切な事業展開を図ります。 

(2) 利用者一人一人が豊かな生活を送ることができる地域社会の形成を目指して、行政及び関係

機関と連携を図ります。 

(3) 利用者の基本的人権を尊重し、利用者本位の質の高い相談支援の提供に努めます。また、新

たな社会資源の開発と地域社会における共生の実現のため、地域自立支援協議会に参画し積

極的に運営に関わります。 

(4) 職員の能力開発や専門性の向上を図るため、計画的に人材を育成するとともに、職員に高い倫

理観と規範意識を促し信頼される組織運営を図ります。 

(5) 効率的な経営と適切な収益確保を推進する事により、経営基盤の安定・強化に努めます。 

 

3. 重点目標及び行動計画(別紙参照) 

 

4. 活動内容 

(1) 訪問相談／来所相談／電話相談を随時実施。(営業時間外の緊急時については、基本的には

大地の家で相談を受け付けオアシスで対応する。なお、地域定着支援事業の利用者に対しては

緊急事態への対応として別途連絡先にて対応する。 

(2) 新規／更新サービス等利用計画作成・継続サービス利用支援計画作成。 

(3) 個別支援会議を随時実施。 

(4) 明石市自立支援協議会及び東播磨圏域ネットワーク会議への参加。 

 

5. 地域交流計画 

(1) ご利用者の利益のため地域との繋がりを重視し自治会活動等への参加をする。 

(2) ケースを通し、地域の民生委員や地域総合支援センターをはじめ地域住民との関りを持ちその

人を中心とした多様なつながりが生まれやすくなるための環境整備を図る。 

(3) 地域の避難訓練・防災訓練等に参加する。 

(4) 明石障がい者地域生活ケアネットワーク活動へ参加する。 

 

6. 年間予定表(別紙参照) 
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③
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

力
の

強
化

・新
た

な
事

業
所

の
見

学
・開

拓
等

を
行

う
。

②

・職
員

業
務

の
負

担
割

合
を

見
極

め
、

ケ
ー

ス
担

当
の

見
直

し
を

行
う

。
(モ

ニ
タ

リ
ン

グ
年

間
目

標
件

数
1
0
3
7
件

）

適
切

な
期

間
で

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
実

施

・オ
ア

シ
ス

ご
利

用
者

43
5名

に
対

し
、

国
が

示
す

基
準

期
間

を
目

安
と

し
た

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
す

る
。

・ご
利

用
者

の
状

況
に

応
じ

、
基

準
期

間
外

で
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
設

定
、

実
施

す
る

。

・ア
セ

ス
メ

ン
ト

ツ
ー

ル
と

し
て

「わ
た

し
の

説
明

書
」を

作
成

す
る

。

・外
部

研
修

へ
の

職
員

派
遣

を
行

う
。

④
個

別
ニ

ー
ズ

か
ら

見
え

た
共

通
の

課
題

に
対

す
る

取
り

組
み

・既
存

の
サ

ー
ビ

ス
で

は
調

整
困

難
と

思
わ

れ
る

ケ
ー

ス
に

つ
い

て
は

、
早

い
段

階
か

ら
行

政
を

巻
き

込
ん

だ
動

き
を

作
っ

て
い

く
。

・明
石

地
域

自
立

支
援

協
議

会
の

活
動

へ
の

積
極

的
な

参
加

を
通

し
連

携
を

深
め

る
。

・法
人

内
の

事
業

所
と

取
り

上
げ

た
い

テ
ー

マ
な

ど
を

相
談

し
な

が
ら

「
学

習
会

」
を

実
施

す
る

。

令
和

5
年

度
事

業
所

事
業

計
画

書

　
　

目
標

達
成

の
た

め
に

行
う

事

意
思

決
定

支
援

の
促

進

事
業

所
名

（　
　

　
　

オ
ア

シ
ス

　
  

 　
　

　
）

・意
思

決
定

支
援

及
び

多
機

関
連

携
の

促
進

に
よ

り
、

そ
の

人
ら

し
い

暮
ら

し
の

実
現

に
向

け
た

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
を

し
て

い
く
。

・収
益

性
の

確
保

を
し

つ
つ

、
ケ

ー
ス

ワ
ー

ク
を

大
切

に
す

る
。

①

今
年

度
の

目
標

具
体

的
な

計
画

、
実

施
方

法

・「
事

例
検

討
会

」を
年

2回
実

施
し

、
相

談
員

と
し

て
の

相
互

成
長

を
促

し
個

々
の

支
援

力
を

高
め

る
。

・情
報

提
供

に
お

い
て

、
イ

ラ
ス

ト
・写

真
・動

画
・経

験
の

機
会

等
、

ご
利

用
者

本
人

や
ご

家
族

に
と

っ
て

わ
か

り
や

す
い

も
の

を
活

用
し

説
明

を
行

う
。

60



№
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

①
意
思
決
定
支
援
の
促
進

②
ご
利
用
者
の
状
況
に
応
じ
た
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
実
施
の
た
め
に

③
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
を
つ
け
る

④
法
人
内
事
業
所
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
学
習
会
の
実
施

●
学
習
会
の
実
施

行
動

計
画

　
事

業
所

名
 （

  
  

  
  

  
オ

ア
シ

ス
  

  
  

  
  

  
  

 )

●
オ
ア
シ
ス
会
議
（
毎
週
火
曜
日
・
午
前
）

　
※
情
報
共
有
・
意
見
交
換

●
新
た
な
事
業
所
の
見
学
・
開
拓

●
自
立
支
援
協
議
会
の
活
動
へ
の
参
加

ツ
ー
ル
完
成

●
「
わ
た
し
の
説
明
書
」

（
書
式
作
成
～
試
行
～
改
良
）

●
研
修
等
へ
の
参
加

（
通
年
）

●
事
例
検
討
会

(１
回
目
）

　
●
事
例
検
討
会

（
２
回
目
）

項
目

月

各
種
教
室

定
期
開
催
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1
土

月
木

土
火

金
1

日
水

金
月

元
旦

木
金

2
日

火
金

日
水

土
開
所
日

2
月

木
土

開
所
日

火
年
始
休
暇

金
土

3
月

辞
令
交
付
式

水
憲
法
記
念
日

土
月

木
日

3
火

金
文
化
の
日

日
水

年
始
休
暇

土
日

4
火

木
み
ど
り
の
日

日
火

金
月

4
水

土
月

木
日

月

5
水

金
こ
ど
も
の
日

月
水

土
火

5
木

日
火

金
月

火

6
木

土
開
所
日

火
木

日
水

6
金

月
水

土
開
所
日

火
水

7
金

日
水

金
月

木
7

土
開
所
日

火
木

日
水

木

8
土

月
木

土
開
所
日

火
金

8
日

水
金

月
成
人
の
日

木
金

9
日

火
金

日
水

土
9

月
ス
ポ
ー
ツ
の
日

木
土

開
所
日

火
金

土
つ
ど
い
・
サ
ロ
ン

1
0

月
水

土
月

木
日

1
0

火
金

日
水

土
開
所
日

日

1
1

火
木

日
火

金
山
の
日

月
1
1

水
土

月
木

日
月

1
2

水
金

月
水

土
火

1
2

木
日

火
金

月
建
国
記
念
日

火

1
3

木
土

開
所
日

火
木

日
水

1
3

金
月

水
土

開
所
日

火
水

1
4

金
日

水
金

月
木

1
4

土
火

木
日

水
木

1
5

土
開
所
日

月
木

土
開
所
日

火
金

1
5

日
水

金
月

木
金

1
6

日
火

金
サ
ロ
ン

日
水

土
開
所
日

1
6

月
木

雇
用
支
援
連
絡
会

土
火

金
サ
ロ
ン

土

1
7

月
水

土
月

海
の
日

木
日

1
7

火
金

サ
ロ
ン

日
水

土
つ
ど
い

日

1
8

火
木

チ
ー
ム
Ａ
会
議

日
火

金
サ
ロ
ン

月
敬
老
の
日

1
8

水
土

開
所
日

月
木

チ
ー
ム
Ａ
会
議

日
月

1
9

水
金

サ
ロ
ン

月
水

土
火

1
9

木
日

火
金

サ
ロ
ン

月
火

2
0

木
土

火
木

チ
ー
ム
Ａ
会
議

日
水

2
0

金
サ
ロ
ン

月
水

土
火

水
春
分
の
日

2
1

金
日

水
金

サ
ロ
ン

月
木

チ
ー
ム
Ａ
会
議

2
1

土
火

木
日

水
木

2
2

土
月

木
土

火
金

サ
ロ
ン

2
2

日
水

金
月

木
金

2
3

日
火

金
日

水
土

秋
分
の
日

2
3

月
木

勤
労
感
謝
の
日

土
開
所
日

火
金

天
皇
誕
生
日

土
開
所
日

2
4

月
水

土
つ
ど
い

月
木

日
2
4

火
金

日
水

土
日

2
5

火
木

日
火

金
月

2
5

水
土

つ
ど
い

月
木

日
月

2
6

水
金

月
水

土
つ
ど
い

火
2
6

木
日

火
金

月
火

2
7

木
土

つ
ど
い

火
木

日
水

2
7

金
月

水
土

つ
ど
い

火
水

2
8

金
日

水
金

月
木

2
8

土
つ
ど
い

火
木

日
水

木

2
9

土
昭
和
の
日
・
つ
ど
い

月
木

土
つ
ど
い

火
金

2
9

日
水

金
年
末
休
暇

月
木

金

3
0

日
火

金
日

水
土

つ
ど
い

3
0

月
木

土
年
末
休
暇

火
土

開
所
日

3
1

水
月

木
3
1

火
日

年
末
休
暇

水
日

備
考

備
考

稼
働
日
数

稼
働
日

休
止
日
数

休
止
日

職
員
公
休
日

職
員
公
休
日

2
3 8

8

2
2 9

2
1 8

8

2
2 8

2
2

2
2 8

2
3 8

2
3 8

４
月

５
月

１
０
月

１
２
月

8
8

事
例
検
討
会

2
3

2
3

2
2

8

2
3

７
月

1
2
/
2
育
成
会
ク

リ
ス
マ
ス
会

事
例
検
討
会

健
康
診
断

障
害
者
雇
用
啓

発
セ
ミ
ナ
ー

令
和
5
年
度
　
社
会
福
祉
法
人
明
桜
会
　
あ
く
と
・
オ
ア
シ
ス
事
業
所
　
年
間
予
定
表

9
9

9
1
0

1
0

8
9

9
9

1
0

9
9

３
月

１
月

６
月

あ
く
と
ボ
ー
リ

ン
グ
大
会

２
月

明
石
地
域
雇
用

支
援
連
絡
会

８
月

９
月

１
１
月
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□明石市障害者就労・生活支援センターあくと 

1. 施設概要 

(1) 事業所名 明石市障害者就労・生活支援センターあくと 

(2) 設置場所 明石市東仲ノ町3－25アスピア明石東館207号 

(3) 提供するサービスと利用定員 

登録者数 376名 

(4) 職員定数 

管理者 1名 

就労支援員 4名 

就労支援アドバイザー 

1名 

 

2. 基本方針 

(1) 法人使命と基本理念に則り、明石市内を拠点に障害者就労・生活支援センターとして適切な事

業展開を図ります。 

(2) 明石市内に在住する障害者及び企業・事業主に対して障害者雇用に関する理解を深め障害者

が働き続けることができる環境を構築します。 

(3) 就労を希望される障害のある方に対し、就労支援及び就労に関わる生活支援を提供します。 

(4) 職員の能力開発や専門性の向上を図るため、計画的に研修を実施し人材育成します。職員に

高い倫理観と規範意識を促し信頼される組織運営を図ります。 

(5) 企業内の就労場面に活動を限定せず、地域社会における共生の実現のため地域自立支援協

議会等に積極的に関わります。 

 

3. 重点目標及び行動計画(別紙参照) 

 

4. 活動内容 

(1) 障害者の就労に関する相談を受付け、就業生活全般に関する支援を行う。 

(2) 一般企業への就労と定着のため雇用事業所への訪問など就労支援を行う。 

(3) 実習はじめ、就労支援機関や障害者職業センターなどと連携し適職開拓・職業準備性を高める

支援を行う。 

(4) 社会資源を活用し、働き続けるために必要な生活面の環境調整を行う。 

(5) 明石地域の障害者就労支援の拠点となるべく、労働行政・就労支援機関・教育機関等と会議を

開催するなど連携強化を図る。 

(6) 就職時・退職時の支援及び再就職に向けた支援を行う。 

(7) 企業等を対象とした雇用啓発セミナーを開催する。 

(8) 登録者の余暇・語らいの場を提供し生活場面の充実を図るための支援を行う。 

(9) 明石市地域自立支援協議会しごと部会のワーキング活動に積極的に関わる。 

 

5. 地域交流計画 

(1) 就労支援分野に偏ることなく、地域との繋がりを意識してボランティアグループ等のリスト化をす

ることや自治会活動等への参加をする。 

(2) 多様化・複雑化する地域課題に対応するためにも明石市内の地域総合支援センターとの関係

づくりを行う。 

(3) 地域の避難訓練・防災訓練等に参加する。 

 

6. 年間予定表(別紙参照) 
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③
就

労
支

援
に

か
か

わ
る

関
係

機
関

と
の

連
携

強
化

・「
明

石
地

域
雇

用
支

援
連

絡
会

議
」「

雇
用

支
援

検
討

会
（通

称
／

T
E
A

M
：
A

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

）
」
を

定
期

開
催

す
る

。

・T
E
A

M
：A

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

の
話

題
に

あ
が

る
ア

イ
デ

ア
を

、
関

係
機

関
と

共
に

具
体

的
な

活
動

に
繋

げ
て

い
く
。

・あ
く
と

の
活

動
・役

割
を

理
解

し
て

い
た

だ
き

、
信

頼
関

係
を

さ
ら

に
構

築
す

る
。

②

・広
範

囲
な

企
業

を
対

象
に

、
実

習
先

確
保

の
た

め
の

企
業

開
拓

を
行

う
。

（
パ

ー
ト

ナ
ー

企
業

探
し

）

企
業

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
強

化

・定
着

支
援

の
た

め
の

企
業

訪
問

に
つ

い
て

、
全

支
援

員
が

目
標

を
持

ち
着

実
に

実
施

す
る

。

・ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

と
連

携
し

、
法

定
雇

用
率

未
達

成
企

業
へ

の
訪

問
を

行
い

、
啓

発
及

び
相

談
活

動
を

推
進

す
る

。

・明
石

市
地

域
自

立
支

援
協

議
会

し
ご

と
部

会
の

ワ
ー

キ
ン

グ
に

職
員

を
派

遣
す

る
。

・障
害

者
雇

用
企

業
の

現
場

担
当

者
や

、
雇

用
を

検
討

し
て

い
る

事
業

主
を

対
象

と
し

た
雇

用
啓

発
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

す
る

。

・障
害

者
雇

用
と

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
連

携
に

お
い

て
、

障
害

福
祉

課
や

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

等
と

密
に

関
わ

っ
て

い
く
。

・「
事

例
検

討
会

」を
年

2回
実

施
し

、
支

援
員

と
し

て
の

相
互

成
長

を
促

し
個

々
の

支
援

力
を

高
め

る
。

令
和

5
年

度
事

業
所

事
業

計
画

書

　
　

目
標

達
成

の
た

め
に

行
う

事

相
談

者
の

就
労

と
生

活
の

質
の

向
上

・週
1回

定
例

の
あ

く
と

会
議

を
開

催
し

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

妥
当

性
や

必
要

な
支

援
の

組
立

に
関

し
共

通
認

識
を

図
る

。

・就
労

ア
セ

ス
メ

ン
ト

に
お

い
て

、
あ

く
と

独
自

で
出

来
る

こ
と

を
検

討
し

形
式

・
ツ

ー
ル

を
作

成
す

る
。

・相
談

者
の

相
互

交
流

の
場

と
し

て
、

あ
く
と

の
つ

ど
い

、
あ

く
と

サ
ロ

ン
を

定
期

開
催

す
る

。

事
業

所
名

（　
　

　
　

　
あ

く
と

　
　

  
 　

　
　

）

相
談

者
の

「働
き

た
い

・働
き

続
け

た
い

」と
い

う
思

い
の

実
現

に
向

け
た

就
労

と
生

活
の

支
援

を
行

う
。

①
企

業
と

の
関

係
強

化
②

関
係

機
関

と
の

連
携

強
化

③
数

値
目

標
：就

職
件

数
　

35
件

、
１

年
定

着
率

　
85

％

①

今
年

度
の

目
標

具
体

的
な

計
画

、
実

施
方

法

・「
将

来
職

業
自

立
を

目
指

す
障

害
者

の
就

労
と

生
活

の
支

援
」に

か
か

わ
る

啓
発

セ
ミ

ナ
-
を

開
催

す
る

。
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№
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

①
相
談
者
の
就
労
と
生
活
の
質
の
向

上
●
交
流
会

②
企
業
ア
プ
ロ
ー
チ

③
関
係
機
関
と
の
連
携

　 連
携
会
議

行
動

計
画

　
事

業
所

名
 （

  
  

  
  

  
  

あ
く
と

  
  

  
  

  
  

 )

●
事
例
検
討
会

(１
回
目
）

　

●
事
例
検
討
会

（
２
回
目
）

●
あ
く
と
会
議

（
毎
週
木
曜
日
・
午
前
）

●
つ
ど
い

（
毎
月
末
土
曜
/1
2
月
を
除
く
）

●
サ
ロ
ン

（
毎
月
第
3
金
曜
/4
・
1
2
月
除
く
）

企
画
・
準
備

●
当
事
者
・
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

1
/2
1

●
チ
ー
ム
Ａ
会
議

1
1
/1
6

●
明
石
地
域
雇
用
支

援
連
絡
会

●
雇
用
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

　 　
●
企
業
開
拓

　
　
（
通
年
）

　
商
工
会
議
所
と
の
打
合
せ

5
/1
8

●
チ
ー
ム
Ａ
会
議

7
/2
0

●
チ
ー
ム
Ａ
会
議

9
/2
1

●
チ
ー
ム
Ａ
会
議

項
目

月
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1
土

月
木

土
火

金
1

日
水

金
月

元
旦

木
金

2
日

火
金

日
水

土
開
所
日

2
月

木
土

開
所
日

火
年
始
休
暇

金
土

3
月

辞
令
交
付
式

水
憲
法
記
念
日

土
月

木
日

3
火

金
文
化
の
日

日
水

年
始
休
暇

土
日

4
火

木
み
ど
り
の
日

日
火

金
月

4
水

土
月

木
日

月

5
水

金
こ
ど
も
の
日

月
水

土
火

5
木

日
火

金
月

火

6
木

土
開
所
日

火
木

日
水

6
金

月
水

土
開
所
日

火
水

7
金

日
水

金
月

木
7

土
開
所
日

火
木

日
水

木

8
土

月
木

土
開
所
日

火
金

8
日

水
金

月
成
人
の
日

木
金

9
日

火
金

日
水

土
9

月
ス
ポ
ー
ツ
の
日

木
土

開
所
日

火
金

土
つ
ど
い
・
サ
ロ
ン

1
0

月
水

土
月

木
日

1
0

火
金

日
水

土
開
所
日

日

1
1

火
木

日
火

金
山
の
日

月
1
1

水
土

月
木

日
月

1
2

水
金

月
水

土
火

1
2

木
日

火
金

月
建
国
記
念
日

火

1
3

木
土

開
所
日

火
木

日
水

1
3

金
月

水
土

開
所
日

火
水

1
4

金
日

水
金

月
木

1
4

土
火

木
日

水
木

1
5

土
開
所
日

月
木

土
開
所
日

火
金

1
5

日
水

金
月

木
金

1
6

日
火

金
サ
ロ
ン

日
水

土
開
所
日

1
6

月
木

雇
用
支
援
連
絡
会

土
火

金
サ
ロ
ン

土

1
7

月
水

土
月

海
の
日

木
日

1
7

火
金

サ
ロ
ン

日
水

土
つ
ど
い

日

1
8

火
木

チ
ー
ム
Ａ
会
議

日
火

金
サ
ロ
ン

月
敬
老
の
日

1
8

水
土

開
所
日

月
木

チ
ー
ム
Ａ
会
議

日
月

1
9

水
金

サ
ロ
ン

月
水

土
火

1
9

木
日

火
金

サ
ロ
ン

月
火

2
0

木
土

火
木

チ
ー
ム
Ａ
会
議

日
水

2
0

金
サ
ロ
ン

月
水

土
火

水
春
分
の
日

2
1

金
日

水
金

サ
ロ
ン

月
木

チ
ー
ム
Ａ
会
議

2
1

土
火

木
日

水
木

2
2

土
月

木
土

火
金

サ
ロ
ン

2
2

日
水

金
月

木
金

2
3

日
火

金
日

水
土

秋
分
の
日

2
3

月
木

勤
労
感
謝
の
日

土
開
所
日

火
金

天
皇
誕
生
日

土
開
所
日

2
4

月
水

土
つ
ど
い

月
木

日
2
4

火
金

日
水

土
日

2
5

火
木

日
火

金
月

2
5

水
土

つ
ど
い

月
木

日
月

2
6

水
金

月
水

土
つ
ど
い

火
2
6

木
日

火
金

月
火

2
7

木
土

つ
ど
い

火
木

日
水

2
7

金
月

水
土

つ
ど
い

火
水

2
8

金
日

水
金

月
木

2
8

土
つ
ど
い

火
木

日
水

木

2
9

土
昭
和
の
日
・
つ
ど
い

月
木

土
つ
ど
い

火
金

2
9

日
水

金
年
末
休
暇

月
木

金

3
0

日
火

金
日

水
土

つ
ど
い

3
0

月
木

土
年
末
休
暇

火
土

開
所
日

3
1

水
月

木
3
1

火
日

年
末
休
暇

水
日

備
考

備
考

稼
働
日
数

稼
働
日

休
止
日
数

休
止
日

職
員
公
休
日

職
員
公
休
日

2
3 8

8

2
2 9

2
1 8

8

2
2 8

2
2

2
2 8

2
3 8

2
3 8

４
月

５
月

１
０
月

１
２
月

8
8

事
例
検
討
会

2
3

2
3

2
2

8

2
3

７
月

1
2
/
2
育
成
会
ク

リ
ス
マ
ス
会

事
例
検
討
会

健
康
診
断

障
害
者
雇
用
啓

発
セ
ミ
ナ
ー

令
和
5
年
度
　
社
会
福
祉
法
人
明
桜
会
　
あ
く
と
・
オ
ア
シ
ス
事
業
所
　
年
間
予
定
表

9
9

9
1
0

1
0

8
9

9
9

1
0

9
9

３
月

１
月

６
月

あ
く
と
ボ
ー
リ

ン
グ
大
会

２
月

明
石
地
域
雇
用

支
援
連
絡
会

８
月

９
月

１
１
月
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□明石市立木の根学園 

1. 施設概要 

(1) 事業所名 明石市立木の根学園 

(2) 設置場所 兵庫県明石市大久保町大窪2752 

(3) 提供するサービスと利用定員 

たんぽぽ工房利用定員 

60名 

生活介護事業 50名 

就労継続B型 10名 

ひまわり工房利用定員 

60名 

生活介護事業 50名 

就労継続B型 10名 

短期入所 6名 

(4) 職員定数 

統括施設長 1名 

たんぽぽ工房管理者(兼務) 

1名 

サービス管理責任者 

1名 

職業指導員1名 

生活支援員 27名(常勤換算17.1名予定) 

看護師 1名(0.1名) 

理学療法士 1名(0.3名) 

事務員 2名 

顧問医 1名 

ひまわり工房管理者 

1名 

サービス管理責任者 

1名 

職業指導員 1名 

生活支援員 22名(常勤換算16.1予定) 

看護師 1名 

理学療法士 1名(0.3名) 

発達心理士 1名(0.3名) 

事務員 1名 

顧問医 1名 

 

2. 基本方針 

(1) ご利用者の声や意思を汲み取る姿勢を基本とし、一人一人の人生がより豊かになるよう個別支

援の充実を図る。 

(2) 職員は、意思決定支援、行動障害者支援について、専門知識と技術の向上に努め実践する。 

(3) ご利用者のライフステージに応じた活動提供を行うと共に、これからの暮らしについての選択肢

を拡大していけるように関係機関と連携を図りながらサポートする。 

(4) 障害福祉の発展に向けて、明石市と現状の課題共有や改善に向けての具体的な提案を行う。 

 

3. 重点目標及び行動計画(別紙参照) 
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4. 活動内容 

「ご利用者一人一人のニーズや思いをくみ取り、集団の中でも個々の強みや特性を活かした多様な

活動プログラムを提供していく。」 

(1) 意思決定支援 

・ 利用者自治会について、エンパワメントの視点を持って運営のサポートを行い抽出した意見

を活動に反映する。 

・ 職員への研修会、取り組みについての報告会を実施し、現場での実践の定着を目指す。 

(2) 行動障害者の支援力向上に関する取り組み 

・ 強行スーパーバイザー養成基礎講座、強度行動障害支援者養成研修、行動援護従事者研

修の修了者をコアメンバーにし支援会議を定期的に実施する。 

(3) ユニバーサルスポーツの導入 

・ ユニバーサルスポーツ(ボッチャ、ラダーゲッター)を日中活動で行う。また、スポーツイベント

を年2回開催し、ご利用者と成果を共有できるようにする。 

(4) 個別支援の充実 

・ 個別支援計画について、「今とこれからの暮らし」を見据えた支援内容となるよう再アセスメン

トを行う。 

・ 介護ニーズに対応できるよう、短期入所棟の環境整備(手すり設置、浴室設備の見直しなど)

を行う。 

(5) 健康管理に関する取り組み 

・ 健康診断(年1回) 

・ 内科検診(年2回) 

・ 歯科検診(年1回) 

・ インフルエンザ予防接種(年1回) 

(6) 防災・減災に関する取り組み 

・ 避難訓練(年2回) 

・ シェイクアウト訓練(年1回) 

・ 市民救命士講習(年1回) 

(7) 職員の育成に関する取り組み 

・ OJTによる新任職員の計画的育成 

・ 中途採用者(非正規)の研修体制の整備 

・ キャリア、業績目標に応じた研修の実施 

・ オンライン研修の計画的活用 

・ ミーティング、記録作成などより機能的な遂行ができるように事務所環境を見直す。 

(8) 委員会活動 

・ 虐待防止身体拘束適正化委員会(年3回) 

・ 感染症対策委員会(年2回) 

・ 防災対策・BCP策定委員会(年3回) 

・ 利用者自治会運営・意思決定支援委員会 

・ 献立委員会 

 

5. 地域交流計画 

(1) 地域団体の見学会実施及び障害理解啓発をする。 

(2) みんなの給食、やまて祭り、清掃奉仕活動、地域イベントでの販売等を通じて地域交流を行う。 

(3) 明石障がい者地域生活ケアネットワークの活動に参画する。 

 

6. 年間予定表(別紙参照) 
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ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

応
じ

た
活

動
と

環
境

の
提

供
を

行
う

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
や

他
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

情
報

提
供

及
び

安
心

し
て

体
験

や
見

学
が

で
き

る
よ

う
に

支
援

を
す

る
。

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

（年
2回

）を
実

施
す

る
。

③
個

別
面

談
に

よ
る

再
ア

セ
ス

メ
ン

ト
（7

月
～

8月
）

ご
利

用
者

の
「今

と
こ

れ
か

ら
の

暮
ら

し
」に

つ
い

て
、

ご
家

族
と

も
に

考
え

る
機

会
を

作
る

。

事
業

所
の

活
動

報
告

と
意

見
交

換
会

（4
月

）

家
族

勉
強

会
（1

0月
）

②
相

談
支

援
事

業
所

、
他

関
係

機
関

と
連

携
し

な
が

ら
日

中
活

動
の

み
に

留
ま

ら
ず

、
在

宅
で

の
生

活
が

維
持

・
継

続
で

き
る

よ
う

に
個

別
の

困
り

ご
と

や
ニ

ー
ズ

の
把

握
し

、
可

能
な

限
り

サ
ポ

ー
ト

し
て

い
く
。

（
随

時
）

令
和

5
年

度
事

業
所

事
業

計
画

書

目
指

す
状

態
に

近
づ

け
る

た
め

に
、

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

す
る

こ
と

ご
利

用
者

を
中

心
に

し
た

支
援

の
実

践
に

向
け

た
人

材
育

成

意
思

決
定

支
援

勉
強

会
（年

2回
）、

実
践

報
告

会
（年

1回
）を

実
施

す
る

。

行
動

障
害

支
援

各
種

研
修

修
了

者
に

よ
る

支
援

会
議

を
実

施
す

る
。

（
月

1
回

）

事
業

所
名

（ 
明

石
市

立
木

の
根

学
園

　
）

一
人

一
人

の
「そ

の
人

ら
し

い
暮

ら
し

」を
実

現
し

て
い

く
た

め
に

ご
利

用
者

主
体

の
日

中
活

動
・
生

活
の

支
援

を
行

う
。

そ
の

た
め

に
職

員
は

本
人

中
心

・意
思

決
定

支
援

を
理

解
・実

践
で

き
る

よ
う

に
専

門
知

識
・
技

術
を

高
め

る
。

①

今
年

度
の

目
標

（
事

業
所

が
目

指
す

状
態

、
達

成
し

た
い

事
）

具
体

的
な

計
画

、
実

施
方

法

中
途

採
用

者
の

研
修

体
制

を
整

備
す

る
。

（7
月

ま
で

に
）
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№
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

勉
強

会
勉

強
会

実
践

報
告

会

支
援

会
議

支
援

会
議

事
例

検
討

会
支

援
会

議
支

援
会

議
事

例
検

討
会

・1
0月

　
家

族
勉

強
交

流
会

（G
H

に
つ

い
て

）

・7
月

～
8月

に
か

け
個

別
べ

面
談

に
よ

る
再

ア
セ

ス
メ

ン
ト

③① ②

ご
利

用
者

を
中

心
に

し
た

支
援

の
実

践
に

向
け

た
人

材
育

成

行
動

計
画

　
事

業
所

名
 （

  
 明

石
市

立
木

の
根

学
園

  
 )

役
職

者
会

議
、

工
房

会
議

に
て

内
容

を
検

討
調

整
導

入

個
別

支
援

の
状

況
に

応
じ

て
、

G
H

・他
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

情
報

提
供

、
体

験
、

見
学

に
つ

い
て

随
時

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

介
護

ニ
ー

ズ
の

整
理

・4
月

　
事

業
所

の
活

動
報

告
と

意
見

交
換

会

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

応
じ

た
活

動
と

環
境

の
提

供
を

行
う

ご
利

用
者

の
「今

と
こ

れ
ら

の
暮

ら
し

」に
つ

い
て

、
ご

家
族

と
も

に
考

え
る

機
会

を
作

る
。

項
目

月
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1
土

月
シ
ョ
ー
ト
予
約
解
禁
日

木
シ
ョ
ー
ト
予
約
解
禁
日

土
火

シ
ョ
ー
ト
予
約
解
禁
日

金
シ
ョ
ー
ト
予
約
解
禁
日

1
日

水
シ
ョ
ー
ト
予
約
解
禁
日

金
シ
ョ
ー
ト
予
約
解
禁
日

月
元
旦

木
シ
ョ
ー
ト
予
約
解
禁
日

金
シ
ョ
ー
ト
予
約
解
禁
日

2
日

火
金

日
水

土
開
所
日

2
月

シ
ョ
ー
ト
予
約
解
禁
日

木
土

開
所
日

火
年
始
休
暇

金
土

3
月

新
年
度
式

水
憲
法
記
念
日

土
月

シ
ョ
ー
ト
予
約
解
禁
日

木
日

3
火

金
文
化
の
日

日
水

年
始
休
暇

土
排
水
点
検
・
清
掃

日

4
火

シ
ョ
ー
ト
予
約
解
禁
日

木
み
ど
り
の
日

日
火

金
月

4
水

土
月

木
日

月

5
水

金
こ
ど
も
の
日

月
水

土
火

5
木

日
火

金
シ
ョ
ー
ト
予
約
解
禁
日

月
火

6
木

土
開
所
日

火
木

日
水

6
金

月
水

土
開
所
日

火
水

7
金

日
水

金
月

木
7

土
開
所
日

火
木

日
水

木

8
土

開
所
日

月
木

土
開
所
日

火
健
康
診
断

金
8

日
水

金
月

成
人
の
日

木
金

9
日

火
金

日
水

土
館
内
清
掃

9
月

ス
ポ
ー
ツ
の
日

木
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

土
開
所
日

火
金

土
開
所
日

1
0

月
水

土
月

木
健
康
診
断

日
1
0

火
金

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

日
水

土
開
所
日

日

1
1

火
木

日
火

金
山
の
日

月
1
1

水
土

冷
房
設
備
保
守

月
木

日
月

1
2

水
金

月
水

土
火

1
2

木
日

火
金

月
建
国
記
念
日

火

1
3

木
土

開
所
日

火
木

日
水

1
3

金
月

水
土

開
所
日

火
水

1
4

金
日

水
金

月
木

1
4

土
火

木
日

水
木

1
5

土
開
所
日

月
工
賃
支
給
日

木
工
賃
支
給
日

土
開
所
日

火
工
賃
支
給
日

金
工
賃
支
給
日

1
5

日
水

工
賃
支
給
日

金
工
賃
支
給
日

月
工
賃
支
給
日

木
工
賃
支
給
日

金
工
賃
支
給
日

1
6

日
火

金
日

水
土

開
所
日

1
6

月
工
賃
支
給
日

木
土

火
金

土

1
7

月
工
賃
支
給
日

水
土

冷
房
設
備
保
守

月
海
の
日

木
日

1
7

火
金

日
水

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練

土
開
所
日

日

1
8

火
木

日
火

工
賃
支
給
日

金
職
員
全
体
会
議

月
敬
老
の
日

1
8

水
土

開
所
日

月
木

日
月

1
9

水
金

害
虫
駆
除

月
水

土
排
水
点
検

火
1
9

木
内
科
検
診

日
火

金
健
康
診
断
（
変
則
職
員
の
み
）

月
火

2
0

木
土

火
木

日
水

2
0

金
内
科
検
診

月
水

土
火

水
春
分
の
日

2
1

金
職
員
全
体
会
議

日
水

金
害
虫
駆
除

月
木

2
1

土
火

木
日

水
内
科
検
診

木

2
2

土
月

木
土

火
金

2
2

日
水

金
月

木
内
科
検
診

金

2
3

日
火

金
害
虫
駆
除

日
水

土
秋
分
の
日

2
3

月
木

勤
労
感
謝
の
日

土
開
所
日

火
金

天
皇
誕
生
日

土
開
所
日

2
4

月
水

土
月

木
日

2
4

火
金

日
水

土
日

2
5

火
木

日
火

金
月

2
5

水
避
難
訓
練

土
開
所
日

月
木

日
月

2
6

水
金

月
水

土
開
所
日

火
2
6

木
日

火
金

月
火

2
7

木
土

開
所
日

火
木

日
水

2
7

金
月

水
土

開
所
日

火
水

2
8

金
日

水
避
難
訓
練

金
月

木
2
8

土
開
所
日

火
木

日
水

木

2
9

土
昭
和
の
日

月
木

土
開
所
日

火
金

2
9

日
水

金
年
末
休
暇

月
木

金

3
0

日
火

金
日

水
土

3
0

月
木

土
年
末
休
暇

火
土

開
所
日

3
1

水
月

木
3
1

火
日

年
末
休
暇

水
日

備
考

備
考

稼
働
日
数

稼
働
日

休
止
日
数

休
止
日

職
員
公
休
日

職
員
公
休
日

2
3 8

8

2
2 9

2
1 8

8

2
2 8

2
2

2
2 8

2
3 8

2
3 8

４
月

５
月

１
０
月

１
２
月

8
8

新
年
度
式

自
治
会
選
挙

2
3

2
3

2
2

8

2
3

７
月

1
2
/
2
育
成
会
ク

リ
ス
マ
ス
会

産
廃
処
理

健
康
診
断

健
康
診
断
（
変

則
職
員
の
み
）

令
和
5年

度
　
社
会
福
祉
法
人
明
桜
会
　
明
石
市
立
木
の
根
学
園
　
年
間
予
定
表
（
案
）

9
9

9
1
0

1
0

8
9

9
9

1
0

9
9

３
月

１
月

６
月

２
月

８
月

９
月

１
１
月

内
科
検
診
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令和 5 年度 

社会福祉法人明桜会 
事業計画（案） 

 

（令和 5年 4月 1日～令和 6年 3月 31日） 

 

 

 

人材確保チーム 
 

育成・キャリアアップチーム 

 
強度行動障害者グループホーム事業推進チーム 

 

SDGs推進チーム 
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チ
ー
ム
名

人
材
確
保

育
成
・キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

強
度
行
動
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
事
業
推
進

S
D
G
s推
進

主
担
当

宮
崎
・
岡
平

加
地
・
三
村

鳥
居
・
吉
田

渡
邊
・
室
本

取
り
組
み
内
容

➀
年
間
を
通
し
た
計
画
的
な
採
用
活
動
の
実
施

②
合
同
就
職
説
明
会
・
就
職
フ
ェ
ア
へ
の
出
展

③
法
人
説
明
会
・
見
学
会
の
実
施

④
採
用
試
験
の
実
施

⑤
内
定
者
フ
ォ
ロ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
・
研
修
実
施

⑥
関
係
機
関
と
連
携
し
中
途
採
用
者
向
け
面
接
会
の
実
施

新
任
職
員
。
O
J
T
担
当
者
研
修
（
前
田
）

２
・
３
年
目
職
員
研
修
（
浅
井
）

中
堅
職
員
ワ
ー
キ
ン
グ
（
奥
村
）

副
主
任
ワ
ー
キ
ン
グ
（
加
地
）

①
国
庫
補
助
申
請
書
類
作
成
～
申
請

②
研
修
等
の
企
画
実
施

③
対
象
者
選
定
及
び
面
談
（
ニ
ー
ズ
抽
出
～
設
計
へ
反
映
）

④
職
員
配
置
案
作
成
予
算
案
作
成

⑤
全
職
員
、
ご
家
族
向
け
広
報

⑥
設
計
士
と
の
意
見
交
換

⑦
上
記
、
行
政
と
協
議

⑧
令
和
6
年
度
準
備
（
対
象
選
定
方
法
・
入
札
等
）

S
D
G
sを
啓
発
す
る
こ
と
で
、
社
会
福
祉
法

人
の
担
う
役
割
や
意
義
を
理
解
し
、
法
人

内
・
外
へ
浸
透
さ
せ
て
い
く
。

4月
第
1
回
新
卒
採
用
試
験
の
実
施

O
J
T
担
当
者
研
修

（
R
4
，
2
月
～
）
基
本
設
計
完
了
・
個
別
ニ
ー
ズ
抽
出
完
了
・

行
政
協
議

チ
ー
ム
編
成
・
ア
イ
デ
ア
出
し

助
成
金
申
請

5月
新
任
1
か
月
振
り
返
り

中
堅
職
員
ワ
ー
キ
ン
グ

支
援
体
制
。
必
要
人
員
案
作
成
・
行
政
協
議

6月
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ミ
ニ
面
接
会
の
実
施

副
主
任
ワ
ー
キ
ン
グ
（
リ
ス
ク
）
※
第
３
金
曜

全
職
員
・
保
護
者
P
R
広
報
誌
作
成
・
行
政
協
議

理
解
・
啓
発
の
た
め
の
勉
強
会

7月
県
社
協
主
催
福
祉
の
就
職
フ
ェ
ア
へ
の
出
展

副
主
任
ワ
ー
キ
ン
グ
（
サ
ー
ビ
ス
）
※
第
３
金
曜

新
任
3
か
月
振
り
返
り

2
年
目
職
員
研
修

国
庫
補
助
申
請

8月
第
２
回
新
卒
採
用
試
験
の
実
施

内
定
者
交
流
会
の
実
施

3
年
目
職
員
研
修

中
堅
職
員
ワ
ー
キ
ン
グ

理
事
会
報
告

ポ
ス
タ
ー
作
成
・
掲
示

9月
副
主
任
ワ
ー
キ
ン
グ
（
リ
ス
ク
）
※
第
３
金
曜

新
任
6
か
月
振
り
返
り

先
進
地
視
察

10
月

県
社
協
主
催
福
祉
の
就
職
フ
ェ
ア
へ
の
出
展

副
主
任
ワ
ー
キ
ン
グ
（
サ
ー
ビ
ス
）
※
第
３
金
曜

2
年
目
職
員
研
修

強
度
行
動
障
害
に
関
す
る
研
修
会

11
月

県
知
協
主
催
人
材
確
保
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加

3
年
目
職
員
研
修

中
堅
職
員
ワ
ー
キ
ン
グ

　
ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
フ
ェ
ス
開
催

12
月

内
定
者
交
流
会
の
実
施

副
主
任
ワ
ー
キ
ン
グ
（
リ
ス
ク
）
※
第
３
金
曜

1月
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ミ
ニ
面
接
会
の
実
施

副
主
任
ワ
ー
キ
ン
グ
（
サ
ー
ビ
ス
）
※
第
３
金
曜

国
庫
補
助
審
査
結
果
　
実
施
設
計
契
約
・
建
築
確
認

2月
内
定
者
向
け
事
業
所
見
学
会
の
実
施

新
任
1
年
振
り
返
り

理
事
会
報
告

3月
内
定
者
向
け
研
修
会
の
実
施

令
和
5
年
度
法
人
重
点
事
業
年
間
計
画
（
案
）
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② ③

内
定

者
向

け
イ

ベ
ン

ト
・研

修
会

の
実

施 福
祉

未
経

験
層

に
向

け
た

、
お

仕
事

説
明

会
や

イ
ベ

ン
ト

の
企

画
実

施

内
定

者
に

向
け

て
定

期
的

な
イ

ベ
ン

ト
（研

修
や

事
業

所
見

学
）を

実
施

し
、

入
職

前
か

ら
法

人
理

念
や

使
命

の
理

解
浸

透
を

図
る

。
年

間
を

通
し

て
内

定
者

と
の

接
点

の
機

会
を

設
け

て
内

定
辞

退
の

減
少

に
努

め
る

。

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

明
石

と
連

携
し

、
年

2回
の

お
仕

事
説

明
会

兼
個

別
面

接
会

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
多

様
な

働
き

方
に

併
せ

て
採

用
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
や

チ
ラ

シ
の

工
夫

を
行

い
、

福
祉

未
経

験
の

層
に

興
味

・
関

心
を

持
っ

て
も

ら
う

た
め

の
広

報
を

強
化

し
て

い
く
。

令
和

5
年

度
チ

ー
ム

事
業

計
画

書

　
　

目
標

達
成

の
た

め
に

行
う

事

令
和

6年
度

採
用

の
新

卒
・経

験
内

定
者

を
10

人
確

保
す

る

チ
ー

ム
名

（　
人

材
確

保
　

）

➀
令

和
6年

度
採

用
の

新
卒

・経
験

内
定

者
を

計
10

人
確

保
す

る
。

②
内

定
者

辞
退

を
防

ぐ
た

め
に

年
間

を
通

し
て

イ
ベ

ン
ト

や
研

修
会

を
実

施
す

る
。

②
契

約
・パ

ー
ト

タ
イ

ム
等

の
中

途
採

用
者

の
確

保
体

制
を

整
え

る
。

①

今
年

度
の

目
標

具
体

的
な

計
画

、
実

施
方

法

年
間

を
通

し
て

、
外

部
の

合
同

就
職

説
明

会
や

フ
ェ

ア
へ

の
出

展
、

求
職

者
個

々
の

ニ
ー

ズ
に

即
し

た
法

人
説

明
会

や
施

設
見

学
会

を
実

施
し

、
内

定
者

の
確

保
に

努
め

る
。
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№
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

①
新
卒
・
経
験
職
員
の
内
定
者
1
0
人

確
保

②
内
定
者
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

内
定
者

交
流
会

内
定
者

勉
強
会

法
人
事
業

所
見
学
会

内
定
者

研
修
会

③

福
祉
未
経
験
層
に
向
け
た
、
お
仕

事
説
明
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
実

施

ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク

面
接
会

ブ
ロ
グ
H
P

で
の
広
報

案
内

ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク

面
接
会

行
動

計
画

　
チ

ー
ム

名
 （

  
 人

材
確

保
  

  
)

　
　
　
　
　
・
外
部
就
職
フ
ェ
ア
へ
の
出
展
（
県
社
協
・
県
施
設
協
会
主
催
）

　
　
　
　
　
・
福
祉
系
大
学
へ
の
出
張
講
義
、
学
内
説
明
会
へ
の
参
加

　
　
　
　
　
・
法
人
説
明
会
・
施
設
見
学
会
の
実
施

　
　
　
　
　
・
採
用
試
験
の
実
施

項
目

月
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優
先
度

目
標
達
成
の
た
め
に
実
施
す
る
事

①
副
主
任
研
修

②
中
堅
職
員
研
修

③
新
任
（1
～
3年
）研
修

新
任
（1
～
3年
）研
修
の
継
続
と
計
画
的
実
施

　
新
任
O
J
T
研
修
・O
J
T
担
当
者
（４
年
目
職
員
）研
修
の
実
施

　
２
年
目
・３
年
目
職
員
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
の
実
施

・各
事
業
所
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告
の
副
主
任
間
共
有
を
実
施

　
副
主
任
間
で
情
報
共
有
を
行
う
こ
と
で
、
職
務
に
つ
い
て
の
理
解
を
育
み
実
践
に
繋
げ
る
。

・副
主
任
ワ
ー
キ
ン
グ

　
職
務
権
限
規
程
「副
主
任
の
職
務
」（
９
）～
（１
２
）の
実
践
報
告
の
実
施

　
サ
ー
ビ
ス
向
上
（９
）（
１
２
）と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（１
０
）（
１
１
）
の
２
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
実
践
報
告
・
共
有
を
行
い
、
副
主
任
の

職
務
遂
行
能
力
の
向
上
を
目
指
す
。

　
※
（９
）接
遇
マ
ナ
ー
　
（１
０
）虐
待
防
止
　
（１
１
）安
全
管
理
　
　
（
１
２
）
支
援
力
・
サ
ー
ビ
ス
向
上

中
堅
職
員
ワ
ー
キ
ン
グ

　
法
人
理
念
・使
命
と
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
フ
レ
ー
ム
の
理
解

　
人
材
育
成
・リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
の
実
施

　
後
輩
職
員
の
人
材
育
成
に
お
け
る
実
践
報
告
と
意
見
交
換
会
の
実
施

令
和
5
年
度
法
人
重
点
事
業
活
動
計
画

チ
ー
ム
名
（
　
育
成
・
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
　
）

今
年
度
の
目
標
　

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制
度
の
共
通
理
解
を
育
み
、
制
度
の
定
着
と
効
果
的
な
運
用
を
行
う
。

具
体
的
な
方
法
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対
象

者
の

ニ
ー

ズ
に

沿
っ

た
設

計
を

行
う

④
持

続
可

能
な

経
営

と
支

援
体

制
案

を
作

成
す

る

移
行

に
向

け
た

取
り

組
み

の
他

、
移

行
後

の
暮

ら
し

が
本

人
の

望
む

暮
ら

し
に

近
づ

き
長

続
き

す
る

形
で

あ
る

こ
と

を
前

提
に

、
コ

ア
メ

ン
バ

ー
・
ご

家
族

・設
計

士
・行

政
と

協
議

を
す

す
め

て
い

く
。

具
体

的
に

は
、

必
要

な
職

員
配

置
案

作
成

す
る

と
と

も
に

、
本

人
ニ

ー
ズ

を
充

足
し

き
れ

な
い

部
分

の
協

議
を

行
政

と
も

連
携

し
検

討
し

て
い

く
。

職
員

を
対

象
と

し
た

強
度

行
動

障
害

に
関

す
る

研
修

を
企

画
実

施
す

る
。

特
性

等
の

専
門

知
識

の
み

の
な

ら
ず

、
行

動
障

害
の

あ
る

方
の

地
域

生
活

の
維

持
向

上
の

視
点

を
も

っ
た

職
員

を
育

成
す

る
。

全
職

員
へ

向
け

て
の

広
報

を
定

期
的

に
行

い
、

法
人

重
点

事
業

で
あ

る
こ

と
の

周
知

理
解

を
深

め
る

。

入
居

希
望

者
の

選
定

・面
談

（ニ
ー

ズ
把

握
）

入
居

希
望

者
の

ニ
ー

ズ
を

本
人

・家
族

・関
係

者
で

共
有

し
、

設
計

士
交

え
て

基
本

設
計

を
行

う
。

令
和

5
年

度
チ

ー
ム

事
業

計
画

書

　
　

目
標

達
成

の
た

め
に

行
う

事

国
庫

補
助

金
の

申
請

を
行

う
。

チ
ー

ム
名

（　
強

度
行

動
障

害
者

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
事

業
推

進
　

）

強
度

行
動

障
害

者
の

暮
ら

し
を

支
え

る
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

建
設

に
向

け
た

準
備

を
整

え
る

。
（ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
・法

人
事

業
計

画
の

目
標

を
達

成
す

る
）

①

今
年

度
の

目
標

具
体

的
な

計
画

、
実

施
方

法

明
石

市
施

設
整

備
人

材
育

成
室

と
協

議
し

国
庫

協
議

申
請

に
む

け
た

資
料

作
成

を
行

う
。

② ③

強
度

行
動

障
害

に
関

す
る

知
識

や
理

解
を

深
め

る
研

修
等

を
企

画
実

施
す

る
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№
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

①
国

庫
補

助
申

請

②
職

員
対

象
「強

度
行

動
障

害
に

関
す

る
研

修
企

画
」

③
対

象
者

選
定

・個
別

特
性

・ニ
ー

ズ
集

約
・支

援
体

制
・広

報
・次

年
度

準
備

等

④
基

本
設

計
案

作
成

（設
計

士
）

⑤
実

施
設

計
（設

計
士

）

⑥
明

石
市

協
議

（強
度

行
動

障
害

者
像

・運
営

補
助

金
等

）

行
動

計
画

　
チ

ー
ム

名
 （

 強
度

行
動

障
害

者
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

推
進

事
業

チ
ー

ム
 )

項
目

月
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（明
桜

会
の

当
て

は
ま

る
ゴ

ー
ル

）
３

す
べ

て
の

人
に

健
康

と
福

祉
を

　
４

質
の

高
い

教
育

を
み

ん
な

に
　

８
働

き
が

い
も

経
済

成
長

も
　

10
人

や
国

の
不

平
等

を
な

く
そ

う
11

住
み

つ
づ

け
ら

れ
る

ま
ち

づ
く
り

を
　

12
つ

く
る

責
任

つ
か

う
責

任
　

16
平

和
と

公
正

を
す

べ
て

の
人

に
　

17
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
で

目
標

を
達

成
し

よ
う

令
和

5
年

度
チ

ー
ム

事
業

計
画

書

　
　

目
標

達
成

の
た

め
に

行
う

事

チ
ー

ム
編

成
・ア

イ
デ

ア
出

し

・4
月

：推
進

チ
ー

ム
結

成
。

　
昨

年
度

の
取

り
組

み
の

振
り

返
り

と
、

今
年

度
の

実
施

計
画

作
成

。

・明
石

市
団

体
登

録
・助

成
金

申
請

。

チ
ー

ム
名

（S
D

G
ｓ
推

進
チ

ー
ム

）

S
D

G
sを

啓
発

す
る

こ
と

で
、

社
会

福
祉

法
人

の
担

う
役

割
や

意
義

を
理

解
し

、
法

人
内

・
外

へ
浸

透
さ

せ
て

い
く
。

①

今
年

度
の

目
標

具
体

的
な

計
画

、
実

施
方

法

　
イ

ベ
ン

ト
等

で
連

携
す

る
事

業
所

担
当

者
の

選
出

。

② ③

　
各

事
業

所
か

ら
募

集
し

、
作

成
・掲

示
。

　

内
部

へ
向

け
た

啓
発

活
動

外
部

へ
向

け
た

啓
発

イ
ベ

ン
ト

・1
1月

：ト
ゥ

ギ
ャ

ザ
ー

★
フ

ェ
ス

開
催

。

・昨
年

、
関

連
し

た
団

体
と

の
意

見
交

換
会

。

・S
D

G
ｓ
勉

強
会

　
年

１
回

：6
月

・啓
発

ポ
ス

タ
ー

作
成

。
　

年
1回

：8
月
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№
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

①
チ

ー
ム

編
成

・ア
イ

デ
ア

出
し

②
内

部
へ

向
け

た
啓

発
活

動

③
外

部
へ

向
け

た
啓

発
イ

ベ
ン

ト

④

行
動

計
画

　
チ

ー
ム

名
 （

 S
D

G
s推

進
チ

ー
ム

 )

項
目

月

各
種
教
室
定
期
開
催

●
ト

ゥ
ギ

ャ
ザ

ー
★

フ
ェ

ス

●
チ

ー
ム

編
成

・ア
イ

デ
ア

出
し

（定
例

会
：月

１
回

）

●
勉

強
会

（各
事

業
所

担
当

者
と

と
も

に
)

●
ポ

ス
タ

ー
作

成
（
8月

）
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生
活

介
護

就
労

B
生

活
介

護
就

労
B

業
務

執
行

理
事

運
営

企
画

室
長

運
営

企
画

室

総
括

責
任

者

管
理

者
三

村
 寛

裕
岡

平
 ゆ

か
り

加
地

 裕
明

室
本

 早
知

渡
邊

 貴
美

鳥
居

 健
一

寺
田

 俊
哉

主
  

 任
古

川
 裕

明
前

田
 央

依
前

田
 雅

洋
北

代
 淳

小
林

 愛
吉

田
 有

希
吉

田
 智

子

酒
井

 秀
尚

福
本

 伸
雄

谷
口

 悠
太

吉
川

 典
宏

宮
前

 弥
寿

子
髙

月
 裕

子
山

本
 暉

西
川

 航
輝

佐
々

木
 拓

波
々

伯
部

 涼
池

内
 由

香
伏

見
 由

紀
丸

尾
 由

梨
枝

澤
田

麻
希

西
海

 敦
史

北
村

 心
本

多
 由

佳
船

津
 敏

範
福

井
 真

依
波

々
伯

部
 祥

佐
々

木
 潤

松
尾

 美
佐

江
水

野
 公

彦
水

田
 教

子
田

中
 喜

代
美

藤
本

恭
輔

秦
泉

寺
 守

小
西

 千
代

子
則

包
 文

子
向

井
 祐

二

平
崎

 雅
也

光
藤

 陽
海

大
福

 友
香

小
出

 美
香

名
村

 亮
蔵

大
塚

 繭
子

波
々

伯
部

 麻
名

美
塚

田
 琴

音
寺

田
 晶

子
佐

々
木

 清
美

松
本

 章
汰

中
原

 洋
美

瓜
生

 知
弘

田
鍋

 あ
お

い
小

川
 郁

弥
妹

尾
 は

る
み

河
合

ま
ゆ

み
丹

波
 か

ほ
る

石
浜

 朋
子

唐
津

 智
彦

阪
口

由
美

子
橋

本
 美

智
代

野
口

 康
子

山
本

 美
智

子
深

田
 涼

介
安

部
 仁

美
住

江
 し

の
ぶ

小
林

 み
ち

よ

辻
 大

将
北

山
 由

美
坂

口
 志

穂
佐

伯
 房

子
泰

地
 康

平
瀬

尾
　

亮
人

見
 夏

花
和

泉
 雄

大
竹

内
 亜

矢
子

宮
崎

 祐
一

伊
東

 孝
洋

福
島

 大
智

濱
﨑

 並
子

岡
本

 三
恵

浅
羽

 良
二

山
浦

 文
子

遠
藤

 俊
二

蒲
生

歌
子

東
 得

三
山

本
 由

美
西

本
 翔

紀
喜

多
 明

子
佐

藤
 有

紀
石

田
 美

穂

成
田

 昂
平

田
中

 理
江

武
貞

 香
織

櫻
井

か
お

り
山

崎
 蒼

司
新

谷
 幸

生
赤

松
 佳

代
矢

木
 千

映
子

岡
田

 清
美

上
田

 勇
真

松
本

 樹
也

蛭
子

 元
貴

水
野

 昭
子

稲
村

 洋
子

下
麥

 一
宣

岩
田

 富
美

子
炭

多
 隆

子
望

月
 光

代
松

本
 旭

生
金

澤
 美

幸
叶

 聖
也

木
村

 佐
江

子

太
田

 庄
一

山
本

 朋
希

山
岡

 弘
恵

秋
定

 明
彦

大
西

 初
美

神
戸

 友
子

井
上

 光
森

下
 祐

生
伊

東
 美

鈴
鳥

居
 明

奥
野

 り
え

子
厚

見
 小

夜
美

網
中

 奈
緒

美
木

村
 百

合
香

秦
泉

寺
 洋

子
芝

地
 里

美

武
田

 倖
輝

大
西

 拳
史

河
原

 久
美

子
山

本
 由

佳
田

寺
　

稔
古

川
 美

保
亀

甲
 倫

子
前

田
 味

芳
竹

林
 清

子
市

橋
 美

希
前

林
 文

枝
吉

本
 順

子
西

川
 陽

子

山
本

 裕
子

水
谷

 侑
貴

船
本

 佑
実

石
本

 律
子

田
寺

 宗
次

吉
田

 晴
香

河
田

 美
希

安
藤

 祥
示

韋
 美

帆
福

田
 さ

と
み

中
野

 由
紀

古
川

 真
澄

北
村

 知
春

鈴
木

 定
子

弘
浦

 孝
外

山
 久

美
子

碓
氷

 尚
美

河
野

 伶
奈

中
村

 星
羅

櫻
井

 美
月

富
田

 秀
樹

納
富

 佳
子

中
地

 風
香

波
々

伯
部

 美
恵

三
浦

栄
仁

奥
村

 絢
可

藤
井

 杏
摘

岡
部

 広
美

栗
岡

 こ
こ

ろ
安

部
 彩

美
西

口
 裕

子

藤
田

 彩
夏

伊
東

 知
子

友
清

 里
奈

松
本

 琴
都

美
北

川
磨

知
子

新
井

 友
樹

土
田

 昭
子

内
山

 な
ぎ

さ

穴
田

 夏
希

奥
田

 美
峰

子
今

井
 好

子
西

脇
 佳

美
加

藤
 ま

ど
か

大
堀

 優
子

森
口

 若
子

樋
口

 祥
子

好
田

 愛
永

井
 奈

津
美

竹
中

 優
花

里
河

田
 友

樹
松

森
 君

子
石

井
 佐

由
里

福
岡

 弘
美

大
森

 彩
加

中
島

 佳
織

橋
本

 ふ
み

よ
溝

端
 昌

子
中

島
 康

貴
大

麻
 裕

子

山
下

 瑠
菜

澤
田

 七
美

平
田

 真
帆

植
松

 夕
希

子
河

村
 由

紀
石

本
 洋

子

神
出

 博
隆

橋
本

 結
菜

坂
本

 奈
津

子
深

野
 加

代
子

内
藤

 玲
子

岸
本

 洋
明

山
下

 貴
司

山
下

 明
敏

松
本

 由
美

古
田

 京
子

鈴
木

 優
介

中
島

 円
佳

岸
本

 久
美

子
岡

田
 紗

季
石

崎
 真

由
美

安
並

 優
貴

藤
山

 こ
ず

え
高

橋
　

純
山

田
 エ

ミ
村

田
 リ

サ

村
田

 翔
太

郎
渡

海
 恵

美
藤

田
 美

智
子

八
木

 敏
晴

小
林

 基
樹

福
田

 礼
子

長
尾

 勉
浅

川
 治

男

瀧
本

 綾
野

中
島

 聖
子

尾
田

 充
宏

下
村

 忠
生

安
井

 綾
子

蓮
池

 啓
子

樅
木

 弘
司

寺
本

 俊
一

加
地

 智
枝

村
田

 朋
世

川
口

 登
志

美
奥

村
 勇

藤
田

 和
子

秋
田

 久
美

常
深

 美
江

古
川

 香
織

野
崎

 友
香

出
川

 洋
子

加
古

 惠
吏

子
酒

井
 清

隆

兼
近

 千
秋

黒
石

 利
津

子
中

田
 博

子

工
藤

 真
知

子
土

田
 和

正
田

中
 久

美
 

塩
田

健
二

浜
岡

 健
吾

木
村

 英
二

西
嶋

 真
啓

納
富

佳
子

米
田

 寿
和

子

社
会

福
祉

法
人

 明
桜

会
　

職
員

配
置

表
　

（
R

5
年

度
）
　

大
地

の
家

法
人

事
務

課

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

曙
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
翔

す
た

じ
お

ぽ
っ

ち

相
談

部
門

貴
和

双
葉

あ
い

す
く
り

ー
む

の
家

定
着

支
援

こ
ね

く
と

の
ぞ

み
オ

ア
シ

ス
オ

ア
シ

ス
Ⅱ

木
の

根
学

園

バ
ニ

ラ
・シ

ョ
コ

ラ
・あ

い
す

く
り

ー
む

小
松

正
和

鳥
居

健
一

あ
く
と

た
ん

ぽ
ぽ

第
３

第
４

第
５

岡
平

ゆ
か

り
、

宮
﨑

泰
生

、
吉

田
透

、
三

村
寛

裕

宮
﨑

 泰
生

第
６

第
７

第
８

第
９

第
10

か
い

の
き

ひ
ま

わ
り

や
ま

ゆ
り

第
２

宇
都

宮
 明

香

山
崎

 正
幸

鳥
居

 健
一

宮
﨑

 泰
生

伊
丹

 修
吉

田
 透

大
西

 圭
介

奥
村

 真
司

谷
一

 智
子

澤
田

 慎
一

寺
本

 圭
子

副
主

任

松
本

 麻
由

松
本

 裕
一

郎
浅

井
 秀

巳

福
田

 恵
理

小
松

 亮
大

本
田

 祐
介

喜
多

山
 英

樹

神
岡

 亮
太
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